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吹吹きき飛飛ばばせせ !!

彩
り
加
え

心
も
華
や
か

3 月 9日、「第 8回田沢湖公民館まつり」が田沢湖総3月 9日、「第 8回田沢湖公民館まつり」が田沢湖総
合開発センターで開催され、各種サークルによる作品合開発センターで開催され、各種サークルによる作品
が展示されたほか、テーブルフラワー教室の無料体験が展示されたほか、テーブルフラワー教室の無料体験
も行われました。（関連記事 28ページ）も行われました。（関連記事 28ページ）

仙北市公式 LIINE で各種情報を配信中 !
友だち追加は左記の二次元コード
または IID検索「@city.semboku」から



かたくりは地元では「カタッコ」、「カタンコ」と呼ばれるユリ科の
多年草。特産の西明寺栗を栽培する栗林に自生しており、その規模
は約20ヘクタール（東京ドーム4.2個分）にもおよびます。

かたくり群生の郷

咲き誇る花の数々。仙北市の春を感じてみませんか。

角館の桜まつり角館の桜まつり
　以下の内容のとおりコロナ禍前の規模で開催予定です（3月23日現在の情報）。現在調整中の事項もありますので、
最新情報は仙北市ホームページからご確認ください。

［期間］�4月 20日㈭～5月5日㈮㈷
※15日㈯からプレ開催の予定。

［夜桜ライトアップ］
▶�武家屋敷通り（LEDライトアップ）…17:30～ 22:00
頃まで

▶�桧木内川堤（電球）…17:30～24:00頃まで
［駐車場について］
▶�桜並木駐車場（普通車500円／中型1,000円／大型
2,000円）

・4月20日㈭～30日㈰／
　8:30～16:30…大型バス優先
　16:30～22:00…大型バス、普通車混在
※22:00～翌8:30までは出入口を封鎖
・上記期間以外／8:30～16:30…大型バス・普通車混在
※16:30～翌8:30までは出入り自由
▶�武家屋敷通り臨時駐車場<旧角高グラウンド臨時駐車
場>（普通車500円）

・4月14日㈮～5月7日㈰／7:30～16:30…普通車のみ
※夜間営業も検討しています。
▶��そのほか無料臨時駐車場…角館東地区公民館、落合球場、
JA秋田おばこ角館総合支店（土・日・祝日）、角館国道
維持出張所（土・日・祝日のバス混雑時）

［イベント情報］
▶�開会式典、ライトアップ点灯式…4月20日㈭
▶�桜並木駐車場第2駐車場内での飲食屋台の出店…期間
中の10:00～22:00頃

▶�仙北市商工会による旧東勝楽丁庁舎跡地でのキッチン
カーや物産販売などの出店を実施予定で調整中です。

▶�姉妹都市物産展…4月22日㈯～23日㈰
▶�飾山囃子の披露…4月22日㈯、23日㈰、29日㈯㈷、
30日㈰の実施予定で調整中です。

▶�武家屋敷通りの歩行者天国…4月 22日㈯、23日㈰、
29日㈯㈷、30日㈰、5月3日㈬㈷、4日㈭㈷、5日㈮
㈷の10:00～16:00に実施予定で調整中です。

［そのほか］
▶�市内の常設トイレのほか、桜並木駐車場内や武家屋敷通
り臨時駐車場内、旧東勝楽丁庁舎跡地付近などに仮設ト
イレを設置予定です。

▶�桧木内川・玉川（古城橋～落合河川公園）河川敷での飲
食については規制しません。

▶�一般的な感染症予防対策をお願いします。
［問合せ］
角館の観光行事実行委員会（仙北市観光課内）
☎43-3352

桧木内川堤のソメイヨシノ 夜桜ライトアップ

約2キロメートルにおよぶ花のトンネルは、そぞろ歩く人たちに、
北国の短い春を満喫させます。そして、一斉に散る様は、正に爛漫
たる花の舞、清流に映える夜桜の景観も見事です。

角館の桜まつりの
最新の情報はコチラから！

刺巻湿原ミズバショウ群生地

刺巻湿原は広いハンノキ林に囲まれています。湿地帯一面に白く花
が咲くのは珍しく、国道や鉄道路線に近い山間に、このような群落
とハンノキ林があるのが学術上でも貴重です。

刺巻水ばしょう祭りの
最新の情報はコチラから！

刺巻水ばしょう祭り刺巻水ばしょう祭り
　期間中は自由に湿原の散策ができます。

［期間］�4月 10日㈪～5月1日㈪
［駐車場について］
▶�駐車台数に制限はありますが、無料で駐車することがで
きます。

［イベント情報］
▶�物産販売…4月15日㈯～5月1日㈪
▶�飲食提供…日程を調整中です。
▶�飾山囃子などの披露は予定していません。
▶�仮設トイレを設置します…4月10日㈪～5月1日㈪

［問合せ］
仙北市田沢湖観光情報センター「フォレイク」
☎43-2111

かたくり群生の郷かたくり群生の郷
期間中の時間内は自由に園内を散策することができます。

［期間］�4月 15日㈯～30日㈰�
［開園時間］�8:00～ 16:00
［入園料］�大人（高校生以上）300円
［駐車場について］
▶�駐車台数に限りはありますが、かたくり館に無料で駐車
することができます。

［イベント情報］
▶�かたくり館内での飲食販売は行いませんが、軒先での物
販は実施を予定しています。

▶�トイレはかたくり館をご利用できます。
▶�かたくり群生の郷場内の道路は一方通行となります。

［問合せ］
西木観光案内所��☎ 42-8480

あきた花紀行 2023 検索花の咲き進み状況を更新しています！

かたくり群生の郷の
最新の情報はコチラから！

あきたあきた花花紀行紀行
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令
和
5
年
4
月
1
日

仙
北
市
長
　
田
口
　
知
明

令和 5 年度
施政方針

幸
福
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
を
目
指
し
、

地
域
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
に

施政方針施政方針

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
ま
た
歴
史

的
な
円
安
に
よ
り
食
料
品
を
は
じ
め
、
飼

料
や
肥
料
、
燃
料
な
ど
ほ
ぼ
す
べ
て
の
物

価
が
高
騰
す
る
大
変
な
状
況
に
直
面
し
、

そ
れ
は
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

今
後
、
電
気
料
金
が
値
上
げ
さ
れ
る
予
定

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
下
で
、
地
元
企
業
は
収
益
が

減
少
し
、
市
民
に
と
っ
て
も
生
活
費
の
支

出
が
か
さ
み
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

政
策
の
基
本
方
針

4
つ
の
重
要
方
針

ま
す
。
加
え
て
3
年
に
お
よ
ぶ
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
の
蓄
積
も
あ
り
、

益
々
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
環
境
下
に
お
い
て
、
仙
北
市
は
、

急
激
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
か
ら
非

常
に
厳
し
い
財
政
の
立
て
直
し
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
課
題
と
な
っ
て
い
る
イ

ン
フ
ラ
面
で
は
、
老
朽
管
な
ど
、
施
設
の

老
朽
化
に
よ
り
更
新
費
用
が
増
大
し
急
務

と
な
っ
て
い
る
上
下
水
道
料
金
の
適
正
化
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
株
式
会
社
お
も
て
な
し

せ
ん
ぼ
く
や
市
立
病
院
の
赤
字
体
質
の
改

善
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
四
者
合
意
の

見
直
し
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
修
繕

や
解
体
な
ど
、
市
と
し
て
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
ほ
ど
多
く
の
課
題
に
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
５
年
度

は
、
幸
福
度
全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
い
う

市
政
理
念
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
を
次

世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

行
財
政
改
革
の
断
行

　

細
川
政
策
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力

に
よ
り
進
め
て
い
る
行
財
政
改
革
を
引
き

続
き
断
行
し
、
幸
福
度
が
向
上
す
る
施
策
形

成
お
よ
び
身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
規
模
へ

の
転
換
を
行
う
こ
と
で
、
仙
北
市
行
財
政
経

営
シ
ス
テ
ム
（
仮
称
）
の
構
築
を
目
指
し
、

以
下
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
第
一
に
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
民

意
識
調
査
を
継
続
し
ま
す
。
こ
の
市
で
暮
ら

す
こ
と
で
の
幸
福
度
、
施
策
ご
と
の
重
要
度

お
よ
び
満
足
度
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

　
第
二
に
、
幸
福
度
な
ど
の
政
策
目
標
達
成

へ
向
け
た
事
務
事
業
評
価 
・
施
策
評
価
を

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
各
部
局
で
作
成
し
た

経
営
方
針
シ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
体
系
的
な
事

業
実
施
を
進
め
ま
す
。

　
第
三
に
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
財
政
状

況
を
必
ず
立
て
直
し
ま
す
。
歳
出
の
ス
リ
ム

化
に
関
し
て
は
、
業
務
量
調
査
を
行
う
こ
と

で
人
員
配
置
お
よ
び
人
件
費
の
適
正
化
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
補
助
金
お
よ
び
交
付
金

の
見
直
し
、
公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
の

検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。
歳
入
ア
ッ
プ
に
関

し
て
は
、
さ
ら
に
工
夫
を
加
え
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
拡
充
や
、
市
民
以
外
の
方
か
ら
負
担

い
た
だ
い
て
い
る
角
館
樺
細
工
伝
承
館
な

ど
の
す
べ
て
の
公
共
施
設
観
覧
料
の
増
額
、

法
定
外
目
的
税
の
導
入
、
補
助
金
な
ど
獲
得

戦
略
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

将
来
に
向
け
た
総
合
計
画
・

総
合
戦
略
の
見
直
し
、
職
員
の
育
成

　
５
か
年
計
画
の
中
間
年
と
な
る
第
2
次

仙
北
市
総
合
計
画
お
よ
び
総
合
戦
略
は
、
事

務
事
業
評
価
・
施
策
評
価
結
果
を
踏
ま
え
て

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
よ
り
実
効
性

の
高
い
計
画
、
戦
略
と
し
ま
す
。
ま
た
、
次

の
世
代
を
担
う
若
手
職
員
お
よ
び
幹
部
職

員
の
育
成
に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
再
編

　
重
要
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
５
年

４
月
に
組
織
再
編
を
行
い
ま
す
。

　
第
一
に
、
行
財
政
改
革
な
ど
の
政
策
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
新
た
に
企
画
部
を

設
置
し
ま
す
。
企
画
部
に
は
、
現
在
の
企
画

政
策
課
と
そ
の
所
属
機
関
に
加
え
、
新
た
に

ま
ち
づ
く
り
課
を
設
置
し
、
強
化
を
図
り
ま

す
。

　
第
二
に
、
総
務
部
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

５
年
計
画
で
着
手
し
て
き
ま
し
た
固
定
資

産
税
の
実
地
調
査
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た

め
、
専
任
部
署
と
な
る
固
定
資
産
税
調
査
室

を
新
設
し
ま
す
。

　
第
三
に
、
市
民
福
祉
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
を
廃
止

し
、
保
健
課
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

係
を
設
置
し
、
感
染
症
対
策
全
般
の
業
務
に

あ
た
り
ま
す
。

　
第
四
に
、
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
は
、
文

化
創
造
課
、
文
化
財
保
護
室
、
歴
史
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
を
統
合
し
て
文
化
財
課
と
し
、

各
産
業
別
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

情
報
産
業
、
ま
ち
づ
く
り
関
連

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

を
活
用
し
た
新
規
事
業
と
し
て
、
医
療
Ｄ

Ｘ
関
連
事
業
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
誘
致
事
業
の
採
択
を
目
指
し
て
い

る
ほ
か
、
引
き
続
き
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
の
拡

充
を
行
い
ま
す
。

観
光
、
文
化
振
興

　
第
三
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定
も
含
め
、

市
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
高
付

加
価
値
化
を
図
り
、
交
流
人
口
、
宿
泊
者
数

増
お
よ
び
観
光
消
費
額
増
と
な
る
指
針
・
施

策
の
確
立
と
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
的
文
化
資
産
の
保
存
・
継
承

と
活
用
、
よ
り
高
い
価
値
づ
け
を
目
指
す
と

と
も
に
、
桜
保
護
の
専
門
職
育
成
、
火
除
け

地
復
元
方
針
も
定
め
ま
す
。「
田
沢
湖
マ
ラ

ソ
ン
」
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、「
角
館
の

桜
ま
つ
り
」
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
は
、
コ

ロ
ナ
以
前
の
規
模
の
開
催
を
目
指
し
、
実
施

内
容
、ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、
再
開
を
に
ら
み
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
化
し
、
国
際
交
流
事

業
の
再
開
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の

高
付
加
価
値
化
な
ど
を
進
め
、
受
け
入
れ
体

制
の
拡
充
に
取
り
組
み
、
訪
れ
る
人
の
満
足

度
を
向
上
さ
せ
、
市
の
活
性
化
に
よ
る
市
民

の
幸
福
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

農
業
振
興

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に

伴
い
、
農
地
の
集
約
化
な
ど
に
向
け
た
取
り

組
み
を
加
速
化
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
「
人 

・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ

て
き
た
地
域
の
話
し
合
い
を
推
し
進
め
、
目

指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
す
る
「
地
域
計
画
」
を
定
め
る
取
り
組
み

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

商
工
業
振
興

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
た
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
を
継

続
し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
や

事
業
所
の
労
働
力
不
足
の
解
消
、
市
内
企
業

の
課
題
解
決
お
よ
び
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
た
販
路
開
拓
な
ど
、
産
業
全
体
の
活
性
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

次
世
代
に
文
化
を
継
承
す
る
横
断
的
な
文

化
振
興
、
文
化
財
保
護
に
あ
た
り
ま
す
。

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い

行
政
手
法
の
導
入
、
行
政
Ｄ
Ｘ
推
進

　
引
き
続
き
「
仙
北
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に

も
と
づ
く
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
を
推
進
し
ま

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
４
年
11
月
に

開
始
し
た
登
録
者
へ
直
接
情
報
を
お
届
け

す
る
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
セ
グ
メ
ン
ト

配
信
」
に
つ
い
て
、
２
月
15
日
現
在
、
受
信

希
望
者
数
が
２
７
４
４
人
（
3
月
20
日
現
在

２
８
１
７
人
）
と
増
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者

向
け
の
操
作
方
法
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
計
画
な
ど
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
新
た
な

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
庁
内
業
務
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
様
々
な
地

域
課
題
の
解
決
と
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

に
よ
り
「
幸
福
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
」

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
核
と
し
た

情
報
提
供
や
市
民
の
声
を
聴
く
手
法
の
導

入
に
取
り
組
み
、
広
報
の
発
行
回
数
を
見
直

し
ま
す
。

の
声
を
今
ま
で
以
上
に
お
聞
き
し
な
が
ら
、

直
面
し
て
い
る
課
題
解
決
や
市
民
の
皆
さ

ま
の
喜
び
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
結
果
を

重
視
し
た
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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市
税
は
、
個
人
市
民
税
の
増
な
ど
で
前
年
度
よ

り
３
２
３
４
万
2
千
円
増
の
26
億
８
３
６
万
1
千

円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
総
額
1
億
３
０
０
万
円
減
と

な
る
84
億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
改
善
支
援
貸
付
事

業
の
完
了
に
伴
う
減
な
ど
で
、
2
億
５
３
４
０
万

円
下
回
る
11
億
６
６
７
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
状
況
（
歳
入
）

一
般
会
計
予
算
の
状
況
（
歳
入
）

　

義
務
的
経
費
は
、
人
件
費
が
退
職
手
当
負
担

金
の
減
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業
に
か
か
る
会
計
年
度
任

用
職
員
費
の
減
な
ど
に
よ
り
４
７
４
３
万
円

減
の
35
億
３
５
４
７
万
3
千
円
、
公
債
費
が

１
７
７
４
万
4
千
円
増
の
21
億
７
４
３
４
万
5
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
普
通
建
設
事
業
費
が
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
事
業
費
、
花
葉
館
施
設
整
備

事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
５
０
２
６
万
7
千
円
増

の
13
億
７
６
８
５
万
3
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
で
は
、
物
件
費
が
賦
課
徴
収
費
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
委

託
料
の
減
な
ど
に
よ
り
４
５
９
４
万
2
千
円
減
の

23
億
８
８
９
０
万
7
千
円
、
補
助
費
な
ど
が
大
曲

仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
廃
棄
物
処
理
費
負
担
金

の
減
な
ど
に
よ
り
1
億
７
１
５
６
万
5
千
円
減
の

46
億
４
６
４
０
万
9
千
円
、
貸
付
金
が
第
三
セ
ク

タ
ー
経
営
改
善
支
援
貸
付
金
、
商
工
中
金
財
政
資

金
預
託
金
の
減
な
ど
に
よ
り
3
億
４
６
５
万
5
千

円
減
の
3
億
４
２
３
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
状
況
（
歳
出
）

一
般
会
計
予
算
の
状
況
（
歳
出
）

地方交付税
84 億 8,000 万円（41.9％）

市税
26億
836万1千円

（12.9％）

使用料及び手数料
2億6,078万円
（1.3％）

繰入金
22億
952万6千円

（10.9％）

地方消費税交付金  6億1,500万円（3.0％）

諸収入  7億3,013万3千円（3.6％）
国庫支出金
15億5,538万円（7.7％）

県支出金  10億6,526万円（5.3％）
市債  11億6,670万円（5.8％）

分担金及び負担金
1,192万9千円（0.1％）

財産収入  2,549万3千円（0.1％）
寄附金  12億718万2千円（6.0％）

繰越金  1千円（0.0％）

その他  3億2,525万5千円（1.4％）

自主財源（34.9％） 依存財源（65.1%）

歳入の内訳

人件費 … 職員の給料や議員報酬などのお金
物件費 … 消耗品の購入や委託料など消費的性質のお金
維持補修費 … 道路や公共施設の維持管理のためのお金
扶助費 … 子どもやお年寄り、体の不自由な方などを支援するためのお金
補助費等 … 各種団体に対する助成や一部事務組合へ負担するなどのお金

普通建設事業費 … 道路や公共施設の建設や改修のお金
公債費 … 事業を行うため市が借り入れたお金の返済金
積立金 … 基金を積み立てるためのお金
繰出金 … 他会計や基金への積み立てなどにかかるお金
その他 … 災害復旧事業費、投資及び出資金、貸付金、予備費など

市税 … 市民税や固定資産税など
分担金及び負担金 … 施設入所者の負担金など
使用料及び手数料 … 施設使用料や戸籍等の証明書交付手数料など
財産収入 … 預金利子や市所有物の売買収入など
寄附金 … 寄附でいただいたお金
繰入金 … 他の会計・基金から繰り入れしたお金
繰越金 … 前年度残ったお金

諸収入 … 貸付金の元利収入など
地方消費税交付金 … 地方消費税から一定の基準で地方に交付されるお金
地方交付税 … 地域間の財政力格差を調整するために国から交付されるお金
国庫支出金 … 特定の事業に対し、国から交付される補助金など
県支出金 … 特定の事業に対し、県から交付される補助金など
市債 … 大きな事業を行うために借り入れるお金
その他 … 地方譲与税や各種交付金など

用用

語語

説説

明明

用用
語語
説説
明明

公債費��21億7,434万5千円（10.7％）

人件費
35億3,547万3千円

（17.5％）

補助費等
46億4,640万9千円（22.9％）

普通建設事業費  
13億7,685万3千円（6.8％）

積立金  12億5,016万8千円（6.2％）

繰出金  15億2,905万2千円（7.5％）

その他  6億2,147万1千円（3.0％）

扶助費  21億5,966万1千円（10.7％）
維持補修費  5億7,866万1千円（2.9％）

歳出の内訳（性質別）

物件費
23億8,890万7千円（11.8％）

令和 5 年度
当初予算

376億 4,724万 7千円
（前年度比 6 億 4,107 万 1 千円　1.7% 増）

一般会計 202 億 6,100 万円

79 億 7,532 万 1 千円

94 億 1,092 万 6 千円

特別会計

企業会計

令和 5 年度 仙北市の予算総額

会計名 令和 5 年度予算額 令和 4 年度予算額 比較 伸び率
一般会計 202 億 6,100 万円 204 億 1,900 万円 △ 1 億 5,800 万円 △ 0.8％

特別会計 79 億 7,532 万 1 千円 79 億 78 万 9 千円 7,453 万 2 千円 0.9％

集中管理特別会計 40億5,539万円 39億8,797万9千円 6,741万1千円 1.7％
国民健康保険特別会計

（事業勘定）
27億9,543万4千円 28億4,157万7千円 △4,614万3千円 △1.6％

国民健康保険特別会計
（神代診療施設勘定）

9,714万2千円 9,530万9千円 183万3千円 1.9％

後期高齢者医療特別会計 3億6,068万3千円 3億6,839万8千円 △771万5千円 △2.1％
介護保険特別会計 5億2,046万1千円 4億5,831万9千円 6,214万2千円 13.6％

生保内財産区特別会計 8,900万円 8,500万円 400万円 4.7％
田沢財産区特別会計 5,300万円 5,800万円 △500万円 △8.6％
雲沢財産区特別会計 421万1千円 620万7千円 △199万6千円 △32.2％

企業会計 94 億 1,092 万 6 千円 86 億 8,638 万 7 千円 7 億 2,453 万 9 千円 8.3％

病院事業会計 61億5,649万8千円 54億9,799万4千円 6億5,850万4千円 12.0％
温泉事業会計 1億4,600万4千円 9,566万9千円 5,033万5千円 52.6％
水道事業会計 15億4,553万1千円 15億3,640万5千円 912万6千円 0.6％

下水道事業会計 15億6,289万3千円 15億5,631万9千円 657万4千円 0.4％

　
令
和
5
年
度
の
予
算
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
危
機

的
状
況
の
克
服
お
よ
び
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
少
子
対
策
に
か
か
る
施
策
の

実
施
に
よ
っ
て
、
未
来
に
つ
な
げ
る

第
一
歩
と
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い

た
予
算
で
す
。

　

一
般
会
計
は
、
前
年
度
比

1
億
５
８
０
０
万
円
の
減
と
な
る

２
０
２
億
６
１
０
０
万
円
の
予
算
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計・特別会計・企業会計予算総括表

未
来
に
つ
な
げ
る

第
一
歩
と
す
る
た
め
に

詳しい予算は･･･

　仙北市ホームページ（https://www.
city.semboku.akita.jp/government/
information/yosantop.
html）からもご覧いただ
けます。

当初予算当初予算
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産業振興

▼    

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

２
０
５
８
万

２
０
５
８
万
66
千
円
千
円

　
　
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の

　
　
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の

定
着
を
図
る
た
め
、
経
営
安
定
支
援
や
地

定
着
を
図
る
た
め
、
経
営
安
定
支
援
や
地

域
リ
ー
ダ
ー
人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

域
リ
ー
ダ
ー
人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

▼  

６
次
産
業
化
施
設
整
備
支
援
事
業
費
補

助
金                  

２
０
９
４
万
3
千
円

　
　
漬
物
製
造
業
者
を
対
象
に
、
食
品
衛
生

法
改
正
に
伴
う
営
業
許
可
取
得
に
係
る
施

設
改
修
な
ど
の
関
連
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

▼ 

夢
あ
る
園
芸
産
地
創
造
事
業
費
補
助
金

３
２
６
５
万
6
千
円

　
　
米
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
戦
略
作

物
（
園
芸
品
目
）
の
産
地
化
と
収
益
性
の

高
い
農
業
経
営
の
確
立
を
目
指
し
、
認
定

農
業
者
な
ど
が
必
要
と
す
る
施
設・機
械・

資
材
な
ど
の
導
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

▼ 

再
造
林
支
援
事
業
費
補
助
金

２
６
９
万
8
千
円

　
　

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
発
揮

と
林
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、
私
有
林

人
工
林
に
お
け
る
植
栽
・
下
刈
り
へ
の
補

助
を
行
い
ま
す
。

▼ 

人
材
育
成
・
担
い
手
支
援
事
業
費
補
助
金

75
万
円

　
　
林
業
担
い
手
確
保
の
た
め
、
新
規
正
規

雇
用
者
1
人
あ
た
り
15
万
円
を
林
業
経
営

者
へ
支
援
し
ま
す
。

▼  

新
時
代
対
応
型
伝
統
的
工
芸
品
等
支
援
補

助
金                                

50
万
円

　
　
県
が
認
定
し
た
、
角
館
工
芸
協
同
組
合

が
実
施
す
る
樺
細
工
振
興
に
資
す
る
事
業

に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼  
企
業
力
強
化
支
援
事
業
費
補
助
金３

０
０
万
円

　
　
市
内
企
業
の
技
術
発
信
・
習
得
な
ど
に

よ
る
企
業
力
強
化
を
目
的
と
し
て
、
商
談
会

な
ど
出
展
に
係
る
経
費
の
２
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。（
1
社
あ
た
り
の
限
度
額
50
万
円
）

人
が
輝
き
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

生活安全

02

優
し
さ
に
あ
ふ
れ

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

健康福祉
医療

03

▼ 

特
定
不
妊
治
療
費
等
助
成
金

１
５
０
万
円

　
　

特
定
不
妊
治
療
な
ど
を
受
け
て
い
る

　
　

特
定
不
妊
治
療
な
ど
を
受
け
て
い
る

市
内
居
住
夫
婦
に
対
し
費
用
の
一
部
を
助

市
内
居
住
夫
婦
に
対
し
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
こ
と
で
、
妊
娠
・
出
産
を
支
援
す

成
す
る
こ
と
で
、
妊
娠
・
出
産
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま

る
と
と
も
に
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。
す
。

▼▼  

よ
ぶ
の
る
角
館
運
行
事
業
費

よ
ぶ
の
る
角
館
運
行
事
業
費

１
５
８
０
万

１
５
８
０
万
11
千
円
千
円

　
　
新
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
角

　
　
新
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
角

館
Ｍ
ａ
ａ
ｓ
の
運
行
に
係
る
負
担
金
を
支

館
Ｍ
ａ
ａ
ｓ
の
運
行
に
係
る
負
担
金
を
支

出
し
ま
す
。

出
し
ま
す
。

▼ 

育
児
支
援
金
給
付
事
業
費２

５
７
万
9
千
円

　
　
　
　

11
歳
児
お
よ
び

歳
児
お
よ
び
22
歳
児
歳
児
11
人
に
つ
き

人
に
つ
き

育
児
応
援
金
と
し
て

育
児
応
援
金
と
し
て
11
万万
55
千
円
を
現
金

千
円
を
現
金

支
給
し
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
を
行
い
ま

支
給
し
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
す
。

▼ 

出
産
準
備
金
給
付
事
業
費７

８
４
万
9
千
円

　
　
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫

　
　
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫

し
て
身
近
で
相
談
に
応
じ
、
様
々
な
ニ
ー

し
て
身
近
で
相
談
に
応
じ
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走

ズ
に
即
し
た
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走

型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

妊
娠
届
出
や
出
産
届
出
を
行
っ
た
妊
婦
な

妊
娠
届
出
や
出
産
届
出
を
行
っ
た
妊
婦
な

ど
に
対
し
、
経
済
的
支
援
（

ど
に
対
し
、
経
済
的
支
援
（
1010
万
円
）
を

万
円
）
を

一
体
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

一
体
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼  

あ
き
た
出
産
お
め
で
と
う
給
付
金
支
給
事

業
費                         

３
０
６
万
円

　
　

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
と
し

　
　

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
と
し

て
、
出
生
届
出
を
行
っ
た
家
庭
に
対
し
出

て
、
出
生
届
出
を
行
っ
た
家
庭
に
対
し
出

産
祝
金
（

産
祝
金
（
22
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

▼ 

高
齢
難
聴
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
費

30
万
円

　
　

市
内
に
居
住
す
る

　
　

市
内
に
居
住
す
る
6565
歳
以
上
の
中
度

歳
以
上
の
中
度

難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
費
の
一
部
を
助
成

難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。（
購
入
費
の

し
ま
す
。（
購
入
費
の
22
分
の
分
の
11
かか
33
万万

円
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
）

円
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
）

▼  

地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
活

用
事
業
費                               

50
万
円

　
　

航
空
機
を
利
用
し
た
移
動
に
伴
っ
て

市
内
農
家
民
宿
に
宿
泊
し
た
際
の
宿
泊
費

を
助
成
し
、
農
山
村
地
域
の
活
性
化
と
観

光
誘
客
を
目
指
し
ま
す
。

▼ 

台
湾
修
学
旅
行
誘
致
促
進
事
業
費

86
万
8
千
円

　
　

台
湾
学
生
の
修
学
旅
行
誘
致
を
図
り
、

閑
散
期
に
お
け
る
農
山
村
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

▼  

Ｇ
Ｔ
・
景
観
価
値
を
活
か
し
た
観
光
活
性

化
事
業
費                  

１
６
１
５
万
円

　
　

仙
北
市
独
自
の
景
観
価
値
を
最
大
限

に
活
用
し
、
地
域
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
つ
つ
、
観
光
消

費
額
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

自
然
と
調
和
し
た
潤
い
の
あ
る

暮
ら
し
を
実
感
す
る
ま
ち

環境土地
利用

04

▼  

塵
芥
処
理
費             

７
８
１
３
万
円

　
　

家
庭
ご
み
の
収
集
運
搬
業
務
や
廃
止

済
最
終
処
分
場
の
水
質
検
査
を
実
施
し
、

市
民
の
快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
し
ま

す
。

創
造
性
あ
ふ
れ
る

創
造
性
あ
ふ
れ
る

産
業
が
息
づ
く
ま
ち

産
業
が
息
づ
く
ま
ち

▼ 

高
収
益
作
物
関
連
支
援
事
業
費１

２
８
万
円

　
　

ほ
場
整
備
事
業
を
行
っ
た
地
区
を
対

象
に
、
高
収
益
作
物
の
作
付
に
関
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。（
対
象
品
目
：
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
）

▼  

夢
あ
る
畜
産
経
営
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援

事
業
費
補
助
金         

７
３
３
万
4
千
円

　
　
意
欲
あ
る
農
業
事
業
者
に
対
し
、
肉
用

牛
の
繁
殖
雌
牛
の
導
入
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

01

▼  
仙
北
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
事
業
費

２
９
２
万
３
千
円

　
　
「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法
」
に
も

と
づ
く
中
核
機
関
で
あ
る
仙
北
市
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
仙
北
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
委
託
し
、
日
常
生
活
自
立
支
援

と
法
人
後
見
事
業
を
一
本
化
さ
せ
、
業
務

の
効
率
化
と
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
り

ま
す
。

▼▼  

行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
費

行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
費

１
９
８
万

１
９
８
万
77
千
円
千
円

　
　

仙
北
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
も
と
づ
き
、

　
　

仙
北
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
も
と
づ
き
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
市
民
生
活
の
利
便
性

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
市
民
生
活
の
利
便
性

向
上
と
職
員
の
業
務
改
善
に
取
り
組
み
ま

向
上
と
職
員
の
業
務
改
善
に
取
り
組
み
ま

す
。
令
和
５
年
度
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
議
事
録

す
。
令
和
５
年
度
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
議
事
録

文
字
起
こ
し
の
自
動
化
を
行
い
、
さ
ら
な

文
字
起
こ
し
の
自
動
化
を
行
い
、
さ
ら
な

る
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

る
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

▼ 

国
際
理
解
推
進
事
業
費
補
助
金

２
０
１
万
8
千
円

　
　
台
湾
学
生
か
ら
の
公
募
に
よ
り
、
仙
北

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
短
編
映
画

を
製
作
し
ま
す
。
相
互
理
解
深
化
の
た
め

作
品
を
市
民
向
け
に
上
映
し
、
台
湾
と
の

さ
ら
な
る
関
係
性
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
ず

市
民
の
幸
福
度
増
進
の
た
め
に

令和 5 年度
主要事業

主要事業主要事業
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詳しい事業の内容は･･･

　一般会計、特別会計および企業会計について、当
初予算の概要をまとめた資料を仙北市ホームページ

（https://www.city.semboku.akita.jp/government/
information/yosangaiyo.html）に掲載
しています。右記二次元コードからもご
覧いただけます。

▼  

移
住
支
援
事
業
費
補
助
金
（
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
）

３
６
０
万
円

　
　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
産
業
人
材
の

確
保
や
移
住
促
進
の
た
め
、
移
住
支
援
事

業
お
よ
び
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

▼ 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
促
進
事
業
費

１
２
３
６
万
4
千
円

　
　

首
都
圏
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
企
業

を
誘
致
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な

▼ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
費

２
３
１
８
万
3
千
円

　
　
角
館
小
学
校
と
桧
木
内
小
・
中
学
校
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
経
年
劣
化
に
伴
い
、
更

新
を
行
い
ま
す
。

▼  

仙
北
市
ヤ
マ
メ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
費            

３
１
３
万
4
千
円

　
　

市
内
企
業
の
職
場
体
験
・
企
業
説
明

会
、
仙
北
市
で
活
躍
す
る
方
か
ら
選
定
す

る
「
キ
ャ
リ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
よ
る
講

演
な
ど
を
、
高
校
生
の
み
な
ら
ず
小
・
中

学
生
も
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
児
童

生
徒
の
「
仙
北
市
で
働
き
生
き
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
」
を
養
い
、
将
来
的
な
若
者
の
地

元
企
業
就
職
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼ 

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業
費

４
３
４
５
万
9
千
円

　
　
市
内
小
・
中
学
校
の
和
式
便
器
を
洋
式

便
器
に
改
修
し
、
洋
式
化
率
60
％
以
上
を

目
指
し
ま
す
。

　
　
・
小
学
校
分     

７
６
７
万
4
千
円

　
　
・
中
学
校
分  

３
５
７
８
万
5
千
円

▼  

学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
総
合
推
進
事

業
費                     

３
０
０
万
9
千
円

　
　

地
域
学
校
協
働
活
動
を
推
進
す
る
と

と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
支

援
し
、
地
域
住
民
と
学
校
の
協
働
に
よ
り

地
域
力
と
教
育
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼ 

近
代
和
風
建
築
等
総
合
調
査
事
業
費

３
２
３
万
5
千
円

　
　

文
化
財
と
し
て
の
高
付
加
価
値
の
可

能
性
を
探
る
た
め
、
角
館
の
武
家
屋
敷
６

棟
（
石
黒
家
、
旧
青
柳
家
、
岩
橋
家
、
河

原
田
家
、
小
田
野
家
、
旧
松
本
家
）
に
お

け
る
建
造
物
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼ 

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
作
成
事
業
費

７
８
５
万
9
千
円

　
　
「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
を
令

和
5
年
度
か
ら
3
か
年
で
策
定
し
ま
す
。

学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
協
議
会
を
設
立
し
て
検
討
を

進
め
つ
つ
、
基
礎
調
査
と
市
民
な
ど
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

誇
り
あ
る
暮
ら
し
を

つ
な
ぐ
ま
ち

移住定住

06

個
性
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち

教育文化

05

ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。か
つ
、企
業
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

を
図
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

す
。

▼ 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
等
事
業
補
助
金

30
万
円

　
　

市
内
へ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど

を
設
置
し
た
企
業
へ
設
置
に
係
る
初
期
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

組
織
再
編
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市民福祉部

保
健
課新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室

観光文化スポーツ部

文
化
創
造
課

総務部

固
定
資
産
税
調
査
室（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎ 

43ｰ

１
１
１
７
（
税
務
課
）

▼
土
地
家
屋
調
査
係

・ 

令
和
3
年
度
か
ら
着
手
し
て
き
た

固
定
資
産
税
の
実
地
調
査
を
よ
り

推
進
す
る
た
め
、
専
属
の
職
員
を

配
置
し
、
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

 

☎ 

43ｰ

１
１
１
２

▼
企
画
政
策
係　
▼
情
報
統
計
係

▼
ふ
る
さ
と
納
税
係

・ 

総
合
計
画
・
総
合
戦
略
に
関
す
る

こ
と

・ 

行
財
政
改
革
に
関
す
る
こ
と

・ 

新
規
施
策
の
立
案
に
関
す
る
こ
と

・ 

事
業
・
施
策
評
価
に
関
す
る
こ
と

・ 

統
計
調
査
に
関
す
る
こ
と

・ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
こ
と

企画部

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

☎ 

43ｰ

３
３
３
９

▼
電
算
シ
ス
テ
ム
係　
▼
施
設
係

田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

 

☎ 

49ｰ

８
１
３
１

思
い
出
の
潟
分
校

 

☎ 

43ｰ

０
７
６
６

ま
ち
づ
く
り
課
（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎ 

43ｰ

３
３
１
５

▼
ま
ち
づ
く
り
係

・ 

移
住
定
住
対
策
に
関
す
る
こ
と

・ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
こ
と

・ 

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
こ
と

・ 

田
沢
湖
再
生
に
関
す
る
こ
と

・ 

総
合
防
災
課
で
所
管
し
て
い
た
危

険
空
き
家
対
策
を
移
管
し
、
空
き

家
対
策
全
般
に
関
す
る
こ
と

市民福祉部

保
健
課

▼
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
係

☎ 

43ｰ

３
３
０
５

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内
）

観光文化スポーツ部

文
化
財
課
（
角
館
庁
舎
）

☎ 

43ｰ

３
３
８
４

▼
文
化
財
係

▼
文
化
創
造
係

▼
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

文
化
財
保
護
室

歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

総務部

企
画
政
策
課

▼
企
画
政
策
係　
▼
情
報
統
計
係

▼
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
係

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

思
い
出
の
潟
分
校

　
令
和
4
年
度
か
ら
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
・
施
策

評
価
の
制
度
を
見
直
し
、
新
た
な
制
度
に

よ
る
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
施
策
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
総
務
部
に
属
し
て
い
た
企
画
部
門

を
「
企
画
部
」
と
し
て
独
立
、
強
化
す
る

こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
企
画
部
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
市
が
直
面
す
る
喫
緊
の

課
題
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室

か
ら
保
健
課
内
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
係
」
と
し
て
設
置
し
、
感
染
症
対

策
も
含
め
て
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
文
化
創
造
課
、
文
化
財
保

護
室
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
を
統
合

し
た
「
文
化
財
課
」
を
新
設
し
、
行
政
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
組
織
再
編
は
、
下
記
の
と
お

り
で
す
。

※
再
編
部
分
の
み
抜
粋
し
て
掲
載

令
和
5
年
度

令
和
4
年
度

令和 5 年度

令和 4 年度令和 5 年度 令和 4 年度令和 5 年度

主要事業主要事業組織再編組織再編
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

《
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
》

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課�

国
民
健
康
保
険
係（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
１
６

　
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
で
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
お
よ
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
、
被
保
険
者
の
方
に

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
。�

●�

対
象
者
／

国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
対
象
者

▼�

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

35
歳
以
上
75
歳
未
満（
後
期
高
齢
者
医

療
対
象
者
を
除
く
）の
方

▼�

前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ
れ
て

い
る
方

▼�

特
定
健
診（
保
健
課
か
ら
配
布
さ
れ
る

受
診
券
で
受
診
す
る
集
団
健
診
ま
た
は

医
療
機
関
健
診
）を
受
診
し
て
い
な
い
、

ま
た
は
受
診
を
予
定
し
て
い
な
い
方

後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成

対
象
者

▼�

仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
、
当
該
年
度
に
国
保

の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
て
い
な

い
方

▼�

前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

▼�

後
期
高
齢
者
健
診（
保
健
課
か
ら
配
布

さ
れ
る
受
診
券
で
受
診
す
る
集
団
健
診

ま
た
は
医
療
機
関
健
診
）を
受
診
し
て

い
な
い
、
ま
た
は
受
診
を
予
定
し
て
い

な
い
方

●�

助
成
金
額
／
ど
ち
ら
の
人
間
ド
ッ
ク
受

診
も
2
万
１
０
０
０
円
を
限
度
額（
年

度
内
1
回
の
み
）

●�

助
成
医
療
機
関
／
市
立
角
館
総
合
病

院
・
市
立
田
沢
湖
病
院
・
大
曲
厚
生
医

療
セ
ン
タ
ー

●�

申
請
受
付
期
間
／
4
月
3
日
㈪
～
令
和

6
年
3
月
29
日
㈮

※�

受
診
希
望
の
方
は
、
直
接
助
成
医
療
機
関
に

予
約
し
、
受
診
す
る
前
に
助
成
金
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
時
に
、
窓
口
で
受
診

日
の
確
認
を
し
ま
す
。

●�
申
請
受
付
場
所
／
市
役
所
各
庁
舎
、
各

出
張
所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口

●�

持
参
す
る
も
の
／
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認

書
類（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）

●�

そ
の
他
／

▼�

申
請
を
し
な
い
で
助
成
医
療
機
関
で
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
費
用
を
支
払
っ

た
場
合
は
、
当
該
年
度
内
に
申
請
す
れ

ば
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、領
収
書
、印
鑑
、金
融
機
関
の
通
帳
、

受
診
結
果
票
の
写
し
を
持
参
し
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

特
定
健
診
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
診
を

受
け
た
方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
は
、大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援

学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
1
年
以
上
の
課
程
）に
在
学
す
る

方
で
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
よ
う
と
す

る
年
度
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計

算
し
た
金
額
以
下
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】

１
２
８
万
円
＋
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×

38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
な
ど

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課�

国
民
年
金
係（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
１
６

　
た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
、

将
来
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め

に
も
、
あ
と
か
ら
納
付（
追
納
）す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
4
月

か
ら
翌
年
3
月
ま
で
で
す
が
、
承
認
を
受

け
た
次
の
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
し
、

引
き
続
き
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
4

月
初
め
に
届
く
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
制
度
や
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
大
曲
年

金
事
務
所
☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

２
２
９
６
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　
加
齢
に
よ
る
聴
力
低
下
へ
早
期
に
対
応
し
、
社
会
交
流
を
図

り
な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

難
聴
で
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
補
聴

器
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
補
聴
器
の
購
入
を
検
討
し

て
い
る
方
に
は
、
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
申
請
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●�

助
成
対
象
者
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
を
対
象
と
し
ま

す
。

▼�

仙
北
市
に
住
所
を
有
し
、
満
年
齢
が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

▼�

耳
鼻
咽
喉
科
の
医
師
よ
り
、
補
聴
器
の
必
要
性
を
認
め
る
意
見

書
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

▼�

原
則
と
し
て
両
耳
の
聴
力
が
40
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

▼�

聴
覚
障
が
い
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

●�

助
成
の
内
容
／
3
万
円
を
上
限
と
し
、
補
聴
器
購
入
費
の
2
分

の
1（
両
耳
で
あ
っ
て
も
1
台
分
の
み
）を
助
成
し
ま
す
。

▼�

管
理
医
療
機
器
と
し
て
の
補
聴
器
本
体
お
よ
び
最
低
限
の
附
属

品
を
助
成
対
象
と
し
ま
す
。

▼�

集
音
器
の
購
入
費
、
附
属
品
の
み
の
購
入
費
お
よ
び
補
聴
器
の

故
障
、
修
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
は
助
成
対
象
外
で
す
。

▼�

受
診
、
検
査
費
用
お
よ
び
文
書
料
、
送
料
な
ど
は
自
己
負
担
で

す
。

▼�

3
月
31
日
以
前
に
購
入
し
た
補
聴
器
は
助
成
対
象
外
で
す
。

●�

申
請
窓
口
／
長
寿
支
援
課
ま
た
は
田
沢
湖
・
西
木
市
民
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
）

�
☎（
43
）２
２
８
１

高
齢
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

仙
北
市
障
が
い
者（
児
）タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付
事
業

タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を
給
付
し
ま
す

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）２
２
８
８

　
在
宅
の
障
が
い
者
な
ど
の
外
出
支
援
を

図
る
た
め
、
障
が
い
者
な
ど
が
利
用
す
る

タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
の
一
部
と
し
て
利

用
券
を
給
付
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
の

申
請
は
次
の
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す
。

●�

対
象
に
な
る
方
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方（
施
設
入
所
者
は
除
く
）

▼��

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
を
お

持
ち
の
方

▼�

療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

▼�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お

持
ち
の
方

▼��

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
難
病
患
者
の
方

●�

利
用
券
／
５
０
０
円
と
１
０
０
円
券

で
、
１
万
５
０
０
０
円
分
が
給
付
さ
れ

ま
す
。

●�

申
請
窓
口
／
社
会
福
祉
課（
角
館
庁

舎
）、
田
沢
湖
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所

●�

持
参
す
る
も
の
／
障
が
い
者
手
帳
ま
た

は
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証

完
全
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課�

市
民
係（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
０
７

　
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
、
お

手
元
に
交
付
通
知
書
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
る
方
を
対

象
に
、
時
間
外
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
を
行

い
ま
す（
交
付
は
予
約
し
た
方
の
み
に
限
り
ま
す
。
ま

た
時
間
外
の
交
付
窓
口
は
角
館
庁
舎
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

　
時
間
外
で
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
各
交
付
日
の

２
日
前
ま
で
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
場
所
が
田
沢
湖
庁
舎
、
西
木

庁
舎
と
な
っ
て
い
る
方
も
、
２
日
前
ま
で
に
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
角
館
庁
舎
で
受
け
取
り
が
可
能
で
す
）。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
は
、

原
則
本
人
が
来
庁
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●�

時
間
外
交
付
日
時
／
4
月
26
日
、
5
月
10
日
、
17
日
、

24
日
、
6
月
7
日
、
21
日（
毎
回
水
曜
日
）�

17
時
15

分
～
19
時

●�

持
参
す
る
も
の
／

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
の
ハ
ガ
キ

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド（
紛
失
し
て
い
る
場

合
に
は
、
紛
失
届
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼�

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、
在
留
カ
ー

ド
な
ど
の
う
ち
１
点
。
こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
健
康
保
険
証
ま
た
は
年
金
手
帳〈
年
金
証
書
で

も
可
〉お
よ
び「
氏
名
・
生
年
月
日
」ま
た
は「
氏
名
・

住
所
」が
記
載
さ
れ
た
書
類〈
社
員
証
、
学
生
証
、
医

療
受
給
者
証
な
ど
〉）　

▼�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

※�

詳
細
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
の
ハ
ガ
キ

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
請
を
ご
検
討
さ
れ
る
方
は
お
忘
れ
な
く
！

仙
北
市
中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】商
工
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
５
１

【
令
和
5
年
度
よ
り
制
度
改
正
】

　
仙
北
市
内
で
新
た
に
起
業
す
る
方
や
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
の
拡
張
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
、

対
象
経
費
の
3
分
の
1
以
内
、
最
大
１
０
０
万
円
ま
で

補
助
し
ま
す
。
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
業
着
手

前
に
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

既
に
着
手
し
た
事
業
は
、
対
象
外
で
す
。

　
申
請
が
で
き
る
の
は
、
次
の
期
間
の
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
年
度
申
請
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず

期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
は
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.city.sem

boku.akita.jp/new
s_

topics/w
hatsnew

.php?id=2081

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

申
請
受
付
期
間
／
4
月
3
日
㈪
～
5
月
31
日
㈬

　
今
年
度
の
申
請
受
付
は
、こ
の
期
間
1
回
限
り
で
す
。

※�

審
査
会
は
6
月
中
旬
、
交
付
決
定
は
6
月
下
旬
を
予
定

●�

申
請
受
付
／
申
請
書
は
、
受
付
期
間
中
の
平
日
8
時

30
分
～
17
時
15
分
ま
で
に
商
工
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
取
不
可
）

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
→
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

広
報
の
発
行
に
つ
い
て

　
広
報
せ
ん
ぼ
く
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

1
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
の
と
お
り
、
4

月
か
ら
毎
月
1
日
号
の
み
の
月
1
回
の
発

行
に
変
わ
り
ま
す
。

　
月
1
回
の
発
行
と
し
て
経
費
を
削
減
し

て
も
、
そ
れ
以
上
に
紙
や
イ
ン
ク
な
ど
の

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
現
状
で
す
。
こ
れ

ま
で
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
で
発
行
し
て
い
た

広
報
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

黒
1
色
の
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で
発
行
す
る
こ

と
で
、
経
費
の
削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
5
月
1
日
号
か
ら
は
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
の

広
報
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
読
者
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
事
情
を
ご
推
察
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
仙
北
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.city.sem

boku.akita.

広
報
せ
ん
ぼ
く
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】総
務
課�

文
書
広
報
係（
田
沢
湖
庁
舎
）�

☎（
43
）１
１
１
１

jp/governm
ent/kouhou/index.

htm
l

）で
は
、
フ
ル
カ
ラ
ー
の
広
報
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

広
報
の
配
布
に
つ
い
て

　
広
報
の
配
布
は
、
発
行
日
か
ら
3
日
を

か
け
て
順
次
各
世
帯
へ
お
届
け
し
て
い
ま

す
が
、
配
布
の
順
番
に
よ
っ
て
は
同
じ
地

区
に
お
住
ま
い
の
方
の
中
で
も
お
届
け
日

が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
発
行
日

よ
り
3
日
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
、
転
居
・

転
入
を
し
て
届
か
な
い
、
長
期
不
在
・
入

院
な
ど
で
配
布
を
停
止
し
た
い
と
い
う
方

は
、
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
電

話
の
際
に
、
住
所
・
お
名
前
・
ご
連
絡
先
を

お
伺
い
し
ま
す
。

●
配
布
日
の
目
安
／
毎
月
３
日
ま
で
配
布

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
、
3
日
間
と
な

り
ま
す
。

　

雪
解
け
に
よ
っ
て
街
に
現
れ
る
た
く
さ
ん
の
ご
み

は
、
や
が
て
川
や
側
溝
を
通
じ
て
海
岸
に
流
れ
着
き
ま

す
。
街
も
海
も
美
し
く
す
る
た
め
、
地
域
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

場
所
／
自
宅
周
り
、
地
区
や
町
内
の
会
館
周
り
、
沿

道
、
側
溝
、
桧
木
内
川
堤
、
河
川
敷
、
公
園
な
ど

●�

集
め
方
／「
燃
え
る
ご
み
」と「
燃
え
な
い
ご
み
」を

別
々
の
ご
み
袋
に
集
め
、
見
え
る
よ
う
に「
地
区
名
」

と「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」と
書
い
て
集
積
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
使
用
す
る
袋
は
市
指
定
の
ご
み
袋
の

ほ
か
、
レ
ジ
袋
な
ど
で
も
可
能
で
す
が
、
未
記
入
の

も
の
は
収
集
し
ま
せ
ん
。
肥
料
袋
も
収
集
し
ま
せ
ん

の
で
、
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●�

収
集
方
法
／
次
の
日
か
ら
通
常
の
ご
み
収
集
と
あ
わ

せ
て
随
時
行
い
ま
す
。
ご
み
の
収
集
日
の
関
係
で
、

「
燃
え
な
い
ご
み
」の
収
集
が
遅
く
な
る
地
区
も
あ

り
ま
す
が
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※�

平
日
の
8
時
30
分
～
16
時
30
分
ま
で
、「
燃
え
る
ご
み
」は
北

部
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
、「
燃
え
な
い
ご
み
」は
各
地
区
の
最

終
処
分
場
へ
直
接
搬
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。そ
の
際
は
、

必
ず「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
ご
み
」と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
実
施
で
き
な
い
場
合
、
地
区
の
事
情
に
合
わ
せ
て
実
施

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

作
業
中
の
事
故
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
に
よ
る
農
業
振
興
地
域
除
外
・
編
入
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）２
２
０
６

　
農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
農
用
地（
田
・
畑
な
ど
）を

農
用
地
以
外
の
用
途（
住
居
、
工
場
、
資
材
置
場
、
駐

車
場
な
ど
）に
転
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
業

振
興
地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き（
農
振
除
外
）が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
除
外
手
続
き（
農
振
除
外
）は
、
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼�

農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
で
き
る
土
地
が
な
く
、
ま

た
事
業
規
模
に
対
し
て
妥
当
な
面
積
で
あ
る
こ
と

▼�

除
外
に
よ
っ
て
農
地
の
集
団
性
や
、
農
作
業
の
効
率

化
に
支
障
が
な
い
こ
と

▼�

周
辺
の
農
業
者
や
担
い
手
な
ど
の
農
用
地
の
利
用
集

積
に
支
障
が
な
い
こ
と

▼�

農
業
用
施
設
や
土
地
改
良
施
設（
農
道
・
水
路
な
ど
）

の
機
能
に
支
障
が
な
い
こ
と

▼�

土
地
改
良
事
業
を
実
施
中
の
区
域
で
な
い
こ
と
、
実

施
済
み
の
場
合
は
、
完
了
後
8
年
を
経
過
し
て
い
る

こ
と

▼�

農
振
除
外
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
妥
当
性
が
あ
り
、

他
法
令（
農
地
法
、
都
市
計
画
法
な
ど
）の
許
認
可
見

込
み
が
あ
る
こ
と

　
除
外
・
編
入
の
要
件
な
ど
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

受
付
期
間
／
4
月
10
日
㈪
～
5
月
15
日
㈪（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）

市
民
参
加
型

イ
ン
フ
ラ
維
持
整
備
事
業
へ
の

資
材
支
給
の
募
集
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】建
設
課�

管
理
係（
角
館
庁
舎
）

�

☎（
43
）２
２
９
４

　
市
民
が
参
加
し
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
地
域
の

イ
ン
フ
ラ
維
持
整
備
を
行
う
場
合
、
こ
れ
に
必
要
な
資
材
の

支
給
を
行
い
ま
す
。

●�

対
象
者
／
仙
北
市
在
住
の
市
民
で
、
市
長
が
適
当
と
認
め
る

団
体（
市
民
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
）

●�

対
象
と
な
る
事
業
場
所
／
認
定
道
路
以
外
の
道
路
で
、
公
共

性
の
高
い
道
路
お
よ
び
地
域
が
共
同
で
使
用
す
る
水
路
な
ど

●�

重
複
補
助
の
禁
止
／
農
林
商
工
部
局
で
募
集
し
て
い
る
交
付

金
事
業（
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
な
ど
）と
同
じ
場
所
を

対
象
と
し
た
申
し
込
み
は
、
で
き
ま
せ
ん
。

●�

対
象
物
／
側
溝
な
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
、
砂
利
、
砕

石
、舗
装
用
材
な
ど
。た
だ
し
、消
耗
品
的
な
も
の
は
対
象
外
。

※�

資
材
の
み
を
支
給
、
工
事
費
用
は
地
元
負
担
と
な
り
ま
す
。

●�

対
象
件
数
／
1
申
請
あ
た
り
10
万
円
を
上
限
と
し
、
年
度
を

通
じ
て
1
回
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※�

支
給
対
象
事
業
は
申
請
順
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
地
域
的
偏
差
が

認
め
ら
れ
る
と
市
長
が
判
断
し
た
場
合
は
、
当
該
事
業
を
対
象
と

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

申
請
方
法
／
資
材
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
次

の
募
集
期
間
内
に
資
材
支
給
申
請
書
を
市
長
あ
て
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
用
紙
は
、
建
設
課
お
よ
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●�

募
集
開
始
／
4
月
3
日
㈪
～

●�

資
材
支
給
日
／
事
業
着
手
の
前
日
ま
で
に
施
工
場
所
へ
運
搬

し
て
支
給
し
ま
す
。

●�

申
請
先
／
〒
０
１
４ｰ

０
３
９
２　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
北
市
角
館
町
中
菅
沢
81
番
地
８　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
課
管
理
係�

☎
43ｰ

２
２
９
４　
Ｆ
Ａ
Ｘ
55ｰ

５
５
１
１

～
陸
地
か
ら
の
海
岸
漂
着
物
を
な
く
そ
う
～

春
の
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

4
月
16
日
㈰ 

午
前
6
時
～

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課�

環
境
保
全
係（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
０
８

仙
北
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】総
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）�

☎（
43
）１
１
１
１

　
田
口
市
長
が
市
政
な
ど
に
つ
い
て
語
る
動
画

を
仙
北
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
目
の
テ
ー
マ
は「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
」で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
！こ

ち
ら

か
ら
→

定
住
対
策
補
助
金
の
ご
案
内

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
）�
☎（
43
）３
３
１
５

　
仙
北
市
で
は
、
若
者
の
市
内
定
着
、
移

住
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
の
各
種
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
交

付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
請
が
必
要

で
す
。
補
助
要
件
な
ど
詳
し
く
は
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.city.sem

boku.
akita.jp/egukite/index.
htm

l

）ま
た
は
ま
ち
づ
く
り

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
新
婚
さ
ん
の

住
居
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す

 

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金 

　
令
和
5
年
3
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
3

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
し
た
と
も
に
39
歳

以
下
の
夫
婦
で
、
夫
婦
の
合
計
所
得
が

５
０
０
万
円
未
満
の
新
婚
世
帯
へ
、
新
居

の
取
得
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
賃
借
、
引
越
し

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。
補
助
経

費
に
つ
い
て
1
世
帯
あ
た
り
上
限
30
万

円
。
た
だ
し
、
夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の

場
合
は
1
世
帯
あ
た
り
上
限
60
万
円
。

市
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
の

定
住
を
応
援
し
ま
す

 

定
住
促
進
奨
励
金 

　
市
外
に
５
年
以
上
居
住
し
た
後
、
仙
北

市
に
転
入
し
た
移
住
者
が
、
転
入
か
ら
５

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
住
宅
を
取
得
し

定
住
す
る
場
合
、
完
納
し
た
固
定
資
産
税

相
当
額
を
、
課
税
さ
れ
る
初
年
度
か
ら
３

年
度
間
助
成
。

東
京
圏
か
ら
の
Ａ
タ
ー
ン
就
職
を

お
考
え
の
方
へ

 

就
業
者
等
移
住
支
援
金 

　

直
近
10
年
間
の
う
ち
通
算
5
年
以
上

（
転
入
直
前
に
つ
い
て
は
連
続
1
年
以

上
）、
東
京
23
区
に
在
住
ま
た
は
東
京
圏

（
東
京
都
、埼
玉
県
、千
葉
県
、神
奈
川
県
）

か
ら
東
京
23
区
に
通
勤
な
ど
し
て
い
た
方

が
、
秋
田
県
に
登
録
さ
れ
て
い
る
対
象
法

人
に
新
規
就
業
し
、
仙
北
市
に
転
入
す
る

場
合
、移
住
支
援
金
と
し
て
単
身
60
万
円
、

世
帯
１
０
０
万
円
を
支
給
。
18
歳
未
満
の

世
帯
員
を
帯
同
し
て
移
住
す
る
場
合
、
18

歳
未
満
の
方
1
人
に
つ
き
１
０
０
万
円
を

加
算
。
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
や
関
係
人
口
と

認
め
ら
れ
る
方
で
移
住
・
就
業
し
た
場
合

も
対
象
に
な
り
ま
す
。
申
請
期
限
は
移
住

後
1
年
以
内
。

結
婚
を
希
望
す
る
方
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す

 

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会
登
録  

 

料
助
成 

　
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す

る
公
的
な
団
体「
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
」に
新
規
に
入
会
す
る
方
の
入
会
登

録
料
1
万
円（
登
録
期
間
2
年
間
）の
全

額
を
助
成
。

詳細は
こちら
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information市 役所からのお知らせ ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

課税額の内訳 令和5年度 令和4年度 比較

基礎課税（医療）分
国保加入者の医療費などにあてる
ための課税額①

所得割額 6.8％ 8.0％ △1.2％
均等割額 18,000円 21,000円 △3,000円
平等割額 17,000円 18,000円 △1,000円

後期高齢者支援金分
後期高齢者医療制度などの医療費
などにあてるための課税額②

所得割額 3.5％ 3.0％ 0.5％
均等割額 9,000円 7,000円 2,000円
平等割額 8,000円 7,000円 1,000円

介護納付金分
介護保険第２号被保険者（40歳～
64歳までの方）としての課税額③

所得割額 3.0％ 2.4％ 0.6％
均等割額 10,000円 9,000円 1,000円
平等割額 4,000円 4,000円 0円

合計１･･･ ① + ② + ③
40歳～ 65歳未満の被保険者
の場合

所得割額 13.30％ 13.40％ △0.1％
均等割額 37,000円 37,000円 0円
平等割額 29,000円 29,000円 0円

合計２･･･ ① + ②
40歳～ 65歳未満の被保険者
以外の場合

所得割額 10.30％ 11.00％ △0.7％
均等割額 27,000円 28,000円 △1,000円
平等割額 25,000円 25,000円 0円

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
・
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

【
問
合
せ
】税
務
課�

市
民
税
係（
田
沢
湖
庁
舎
）�
☎（
43
）１
１
１
７

　
団
塊
の
世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
移
行
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
数
の
減
少
な
ど
、

社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
税
率
を
改
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

区分 令和5年度 令和4年度 増加額
基礎課税（医療）分 65万円 65万円 変更なし
後期高齢者支援金分 22万円 20万円 2万円
介護納付金分 17万円 17万円 変更なし
合計 104万円 102万円 2万円

改正内容

※所得割額…加入者の所得に対する額
※均等割額…加入者1人あたりの額
※平等割額…1世帯あたりの額

課税限度額の引上げについて

　

課
税
限
度
額
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が

2
万
円
引
上
げ
と
な
り
、
合
計
の
課
税
限
度
額
は

１
０
４
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
は
、

7
月
中
に
発
送
し
ま
す
。

対象者 種類 申請時期および金額 申請方法など 用意していただくもの

令和4年 4月 1日
～ 令 和 5 年 3 月
16日までに出生し
た子を養育してい
る方

出産・子
育て応援
ギフト

5 月 17 日㈬まで
➡�妊娠届出の遡り分
として 5万円、出
生後の遡り分とし
て、5万円

対象者宛てに、市から申請書と
アンケートを郵送しています。
※同封のアンケートを回答して
いただき提出が必要です。

出産した母本人名義の通帳、
キャッシュカードなどのコ
ピー（口座情報を確認できる
もの）

令和4年 4月 1日
～ 令 和 5 年 3 月
16日までに妊娠届
出をした方

出産応援
ギフト

5 月 17 日㈬まで
➡�妊娠届出時の遡り
分として、5万円

対象者宛てに、市から申請書と
アンケートを郵送しています。
※同封のアンケートを回答して
いただき提出が必要です。

妊振している本人名義の通帳、
キャッシュカードなどのコ
ピー（口座情報を確認できる
もの）

令 和 5 年 3 月 17
日以降に出生した
子を養育している
方

子育て応
援ギフト

出生後
➡�新生児 1人あたり
5万円

出産後、保健師がご家庭に赤ちゃ
ん訪問した際に申請書を配布し
受付します。
※面談とアンケートの回答が必
要です。

出生した子を養育する本人名
義の通帳、キャッシュカード
などのコピー（口座情報を確
認できるもの）

令 和 5 年 3 月 17
日以降に妊娠届出
をした方、出生し
た子を養育してい
る方

出産応援
ギフト

妊娠届出時
➡ �5万円

妊娠届出時の面談で、申請書を
配布し受付します。
※面談とアンケートの回答が必
要です。

妊振している本人名義の通帳、
キャッシュカードなどのコ
ピー（口座情報を確認できる
もの）

子育て応
援ギフト

出生後
➡�新生児 1人あたり
5万円

出産後、保健師がご家庭に赤ちゃ
ん訪問した際に申請書を配布し
受付します。
※面談とアンケートの回答が必
要です。

出生した子を養育する本人名
義の通帳、キャッシュカード
などのコピー（口座情報を確
認できるもの）

出産子育て応援ギフトについて 【問合せ】�経済的支援…子育て推進課（角館庁舎）�☎（43）2280
伴走型支援…保健課（角館庁舎）�☎（43）2252

　仙北市では、出産・子育て
を応援するため、妊娠届出時
および出産後の赤ちゃん訪問
での伴走型相談支援の面談後
に申請を受けて給付金を支給
します。

注１：�事業開始日は令和5年3月17日です。すでに妊娠・出産された方には申請書とアンケートを郵送しています。
注２：�子育て応援ギフトは、双子を出産された方は、お子さん１人につき５万円の支給となります。
注３：�出産応援ギフトは、流産・死産された方、出生後にお子さんがお亡くなりになられた方も対象となります。
　　�（※面談、アンケート回答の必要はありません）
注４：�里帰りされている方は、里帰り先の市町村との調整が必要ですので、どちらの市町村にもご連絡願います。
注５：�面談前に転出した場合は、転出先の市町村で面談し、支給を受けることになります。

令
和
5
年
度
仙
北
市
職
員（
介
護
員
）

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】総
務
課�

職
員
係（
田
沢
湖
庁
舎
）

�

☎（
43
）１
１
１
１

●
試
験
区
分
・
採
用
人
数
／
介
護
員
・
若
干
名

●�

受
験
資
格
／
昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
介
護
福

祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方

●�

合
格
者
の
採
用
日
／
7
月
1
日
㈯
予
定

●�

試
験
内
容
／
作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
資
格
調
査

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
用
紙
と
一
緒
に
配
布
す
る
受
験
案
内
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

試
験
日
時
と
場
所
／

▼�

日
時
／
5
月
15
日
㈪�

9
時
～

▼�

場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎（
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30
番
地
）

●�

申
込
用
紙
の
請
求
／
申
込
用
紙
・
受
験
案
内
は
、
4
月
4
日
㈫
か
ら

田
沢
湖
庁
舎
は
総
務
課
、
角
館
庁
舎
と
西
木
庁
舎
は
市
民
セ
ン
タ
ー

で
交
付
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郵
便
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
職
員（
介
護
員
）採
用
試
験

申
込
用
紙
請
求
」と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し
て
１
４
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
角
形
２
号
サ
イ
ズ
）を
必
ず
同
封
し
て
、

総
務
課
職
員
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
普
通
郵
便
の
事
故
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

●�

申
込
手
続
／
申
込
書
と
自
己
紹
介
書
に
は
所
要
事
項
を
す
べ
て
記
入

し
、
申
込
書
の
受
験
票
部
分
に
は
最
近
撮
影
し
た
上
半
身
、
脱
帽
、

正
面
向
き
、
縦
４
セ
ン
チ
、
横
３
セ
ン
チ
の
写
真
１
枚
を
貼
っ
て
、

総
務
課
職
員
係
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。
な
お
、
角

館
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受
付
し
ま
せ
ん
。

●�

申
込
受
付
期
間
／
4
月
7
日
㈮
～
5
月
8
日
㈪
ま
で（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
、
８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
）。

　

�

郵
送
の
場
合
は
、
5
月
8
日
㈪
必
着
に
限
り
ま
す
。

●�

申
込
・
問
合
せ
／
〒
０
１
４ｰ

１
２
９
８�

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字

宮
ノ
後
30
番
地　
仙
北
市
総
務
部
総
務
課�

職
員
係
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SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図書館 情 報 局 生
涯
生
涯

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に学

習
学
習

生涯学習課　 ☎43-3383
中央公民館　 ☎43-3535
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
平
日
の
９
時
か
ら

平
日
の
９
時
か
ら

1717
時
ま
で

時
ま
で
、
担
当
公
民
館
の
窓
口
ま
た
は
電
話

、
担
当
公
民
館
の
窓
口
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、

　
ま
た
、
参
加
の
際
は
、
感
染
症
対
策
へ
の
ご

参
加
の
際
は
、
感
染
症
対
策
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　

ヨ 

ガ
教
室

　
ヨ
ガ
の
基
本
を
学
び
、

健
康
な
心
と
体
を
作
り

ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の

方
も
無
理
な
く
楽
し
く

受
講
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
／
①
5
月
21

日
、
②
6
月
18
日
、

③
7
月
23
日
、
④
8

月
20
日
、
⑤
9
月
24
日（
毎
回
日
曜
日・
全

5
回
）10
時
～
11
時
30
分

● 

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー（
田
沢

湖
公
民
館
）

● 

対
象
／
小
学
生
以
上
の
市
民

● 

講
師
／
佐
藤
さ
や
か
氏　
　
　
　
　
　
　

（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
全
米
ヨ
ガ

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
２
０
０
資
格
保
持
者
）

● 

受
講
料
／
1
回
に
つ
き
５
０
０
円（
小
学

生
は
無
料
）

● 

持
ち
物
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
ま
た
は
大
き
め
の

バ
ス
タ
オ
ル
）・飲
み
物・動
き
や
す
い
服
装

● 

定
員
／
10
人

● 

募
集
期
間
／
4
月
3
日
㈪
～
28
日
㈮

● 

申
込・問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

～ 

ア
コ
ギ
に
挑
戦
！ 

～

　

ギ 

タ
ー
入
門
教
室

　
昨
年
度
実
施
し
た
、
公
民
館
事
業
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に「
楽
器
」の
演
奏
に
興
味
を
示
す
回

答
が
数
件
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
昨
年
の
10

月
、
新
規
事
業
と
し
て「
ギ
タ
ー
入
門
教
室
」

を
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
初
め
て
ギ
タ
ー
を
弾
く
人
や
手
が
小
さ

い
人
、
学
び
直
し
の
シ
ニ
ア
世
代
や
親
子
で

の
参
加
な
ど
様
々
な
方
が
参
加
さ
れ
、
講
師

の
山
手
昌
行
さ
ん（
ソ
ロ
ギ
タ
リ
ス
ト：大
仙

市
）か
ら
、
ギ
タ
ー
の
仕
組
み
や
コ
ー
ド
の

押
さ
え
方
な
ど
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

徐
々
に
上
達
し
て
い
く
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
全
5
回
の
日
程
で
し
た
が
最
終
日
に

は
、
山
手
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、
受
講
者
か
ら
リ

ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
楽

曲
な
ど
を
素
敵
な
生

演
奏
で
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新

し
い
趣
味
と
し
て
、

自
宅
で
楽
し
め
る
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ

タ
ー
の
人
気
が
近
年

高
ま
っ
て
い
る
と
、
あ
る
情
報
誌
に
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
の
教
室
に
も
た
く
さ
ん
の
申

し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

定
員
と
な
っ
た
た
め
受
講
で
き
な
か
っ
た
方

も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
今
年
度
も
実
施
す
る

予
定
で
す
。
将
来
的
に
は
ギ
タ
ー
愛
好
者
で

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う
公
民
館

で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
広
報
な
ど
で
ご
案

内
し
ま
す
。

　

３ 

Ｂ
体
操
教
室　

　

冬
季
の
運
動
不
足

解
消
と
、
日
ご
ろ
の

健
康
維
持
に
つ
な
げ

て
も
ら
お
う
と
、
1

月
19
日
か
ら
全
5
回

の
日
程
で
開
催
し
た

3
Ｂ
体
操
教
室
は
、

「
遊
び
の
要
素
」「
気

軽
に
」「
体
に
無
理
な

く
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
年
齢
性
別
問
わ
ず
誰
で
も
楽
し
め
る
よ

う
考
案
さ
れ
た
健
康
体
操
で
、
ボ
ー
ル・ベ
ル・

ベ
ル
タ
ー
と
い
っ
た
3
つ
の
用
具
を
使
用
し
、

様
々
な
音
楽
に
合
わ
せ
な
が
ら
体
を
動
か
し

ま
す
。
会
場
の
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、
講
師
の
田
口
絹
子
さ
ん
と
15
人
の
参
加

者
が
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、

楽
し
く
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
受
講
者
か
ら
サ
ー
ク
ル

活
動
を
始
め
た
い
と
い
う
嬉
し
い
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

広
報
で
ご
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
公
民
館
の
新
規
事
業
紹
介

ギターは楽しい！

べルターを使った背筋伸ばし

さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
新
規
講
座
の

「
マ
ー
ブ
ル
ア
ー

ト
」教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
盛
岡
市
が
発

祥
と
い
わ
れ
る
特

許
技
法
に
よ
り
、
接
着
剤
な
ど
を
一
切
使
わ

ず
ワ
イ
ヤ
ー
１
本
で
ビ
ー
玉
を
固
定
し
て
仕

上
げ
て
い
く
ク
ラ
フ
ト
で
す
。
今
回
は
、マ
ー

ブ
ル
リ
ー
ス
の
制
作
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な

り
、
は
じ
め
は
、
ビ
ー
玉
を
固
定
す
る
ワ
イ

ヤ
ー
の
取
り
扱
い
に
戸
惑
っ
て
い
た
受
講
者

で
し
た
が
、
秋
山
さ
ん
の
丁
寧
な
手
解
き
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
素
晴
ら
し
い
作
品（
写

真
）を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
は

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
や
っ
て
み
た

い
」と
、
大
好
評
で
し
た
。

　

向
こ
う
5
か
年
を
実
施
期
間
と
す
る「
第

4
次
仙
北
市
社
会
教
育
中
期
計
画
」が
4
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
基
本
理
念
で
あ
る「
歴
史
と
文

化
を
尊
び
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
誇
れ
る
人
づ
く

り
を
目
指
し
た
社
会
教
育
」と「
同
じ
時
代
を

生
き
る
も
の
と
し
て
、
他
を
思
い
や
る
心
を
養

う
生
涯
学
習
」を
引
き
継
ぎ
市
民
一
人
ひ
と
り

の
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
公

民
館
活
動
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

課
題
が
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら「
い
つ
で
も・

ど
こ
で
も・だ
れ
で
も・な
ん
で
も
」学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
学
習
機
会
と
情
報
の
提
供
に
努
め
、

幅
広
い
世
代
に
親
し
ま
れ
る
公
民
館
に
な
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も

生
涯
学
習
に
関
す
る
ご
意
見・
ご
要
望
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
公
民
館
へ
お
聞
か

せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

マ 

ー
ブ
ル
ア
ー
ト
教
室　

ビー玉の色彩と
光のハーモニー

　
角
館
公
民
館
で
は
昨
年
9
月
に
盛
岡
市
の

ア
ト
リ
エcielo.（
シ
エ
ロ
）の
秋
山
多
賀
江

　

地 

域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て

昨年開催した「ヨガ教室」

田沢湖図書館 ☎43-1307

「 Trip！ 旅行の本 」テーマ展示

旅行に行きたい！参考にしたい本を大特集。

玉手おはなし 箱

4月は
都合により中止

します。

とことことことこ

タイムタイム 44月月
　お子さんと一緒に利用できる、
泣いても笑ってもいい時間です。

9:00 ～ 12:00
8日 ㈯▼1日 ㈯▼

 新着図書を紹介します ��

▼散り花《中上竜志》　 ▼黄色い家《川上未映子》　 ▼朝
星夜星《朝井まかて》　 ▼明日も一日きみを見てる《角
田光代》　 ▼本屋、地元に生きる《栗澤順一》　 ▼てん
きち母ちゃんのはじめての自炊練習帖《井上かなえ》

▼楽ありゃ苦もある地味ごはん。《和田明日香》　 ▼パ
ンダなかよしたいそう《いりやまさとし》
●�このほかたくさんの児童書・一般書の新刊が入って
きています。

電
車
の
窓
に
映
っ
た
自
分
が

死
ん
だ
父
に
見
え
た
日
、
ス
キ

ン
ケ
ア
は
じ
め
ま
し
た
。

《
伊
藤
聡
／
平
凡
社
》

キ
ス
な
ん
て
だ
い
き
ら
い

《
ト
ミ
ー
・
ウ
ン
ゲ
ラ
ー

／
好
学
社
》

4 月の
休館日

3日月  10日月  17 日月  24 日月
29 日土・祝  30 日日（月末）

学習資料館 ☎43-3333

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333 3日月  10日月4 月の

休館日

3日月  10日月  17日月  24日月  
29 日土・祝  30 日日（月末）
　※ 18日㈫～ 5月 6日㈯は、17時閉館です。

4 月の
休館日

始めが大事！！テ
ー
マ
展
示

「 色を見つけよう！わくわくの春 」

「 あなたのスタート応援します！ 」

　新潮社記念文学館開館当初から名誉館長を務めてくださった芥川賞作家の故
高井有一先生。
　これまでにも何度か高井先生に関する企画展を開催してきましたが、この度、
新たな資料の寄贈を受けましたので、それらを中心とした展示を行います。ぜひ
ご来館ください。

15日 ㈯▼

水
車
小
屋
の
ネ
ネ

《
津
村
記
久
子
／
毎
日
新
聞
出
版
》

色鮮やかな景色を見てみましょう！

 新着図書を紹介します

▼きらきらし《宮田愛萌》　 ▼欧州戦争としてのウクライナ侵攻《鶴
岡路人》　 ▼野火の夜《望月諒子》　 ▼僕の女を探しているんだ《井
上荒野》　 ▼月間100万人利用アプリ！�頭痛ーるが贈る�しんどい
低気圧とのつきあいかた《頭痛ーる編集部》　 ▼信用《入江慎也》��

▼ TRY48《中森明夫》　
●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

あ
な
た
は
こ
こ
に

い
な
く
と
も

《
町
田
そ
の
こ
》

ル
ポ�

筋
肉
と
脂
肪

ア
ス
リ
ー
ト
に
訊
け

《
平
松
洋
子
》

おはなしかいうさぎのみみ

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　　「「おおおおききななぼぼううしし」」☆☆「「どどううぶぶつつ」」ののおおははななししをを
　　じじゅゅんんびびししててままっっててまますす♪♪
☆☆ささいいごごににみみんんななでで「「おおりりががみみ」」ででああそそびびままししょょうう。。

　　ととももだだちちささそそっっててみみんんななででききててねね♪♪

５５月月１１２２日日（（第第２２土土））ＡＡＭＭ1100::0000～～
☆☆エエププロロンンシシアアタターー　　「「ジジャャッッククとと豆豆のの木木」」☆☆おおおおががたたかかみみししばばいい

おおははななししかかいいううささぎぎののみみみみ
10:00～4月8日 ㈯

★ 大型紙芝居「たんぽぽのたび」
★ パネルシアター「おおきなだいこん」
★ 切り絵をしましょう！

4 月は第 2 土曜日

22日 ㈯▼

会期：会期：
  4 月 1 日㈯ ～  4 月 1 日㈯ ～
　　　5 月 18 日㈭　　　5 月 18 日㈭

高井有一展

5月の開催まで5月の開催まで
お楽しみに !お楽しみに !
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4
月
の
子
育
て
支
援
情
報

☎080-1663-4494

さくラッコのイベントはさくラッコのイベントは無料です！無料です！

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

3 日㈪・10 日㈪・
17 日㈪・24日㈪

9:30～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要
で自由参加。

※17日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

前日まで電話予約が必要です。

子 育 て イ ン フ オ メ ー シ
ヨ ン

わくわく広場わくわく広場
 21 日金 10:30 ～ 11:30
はじめましての会

日にち 受付時間 内容

4日 ㈫・18日 ㈫ 9:30～ ・個別面談(保健師、栄養士など)
・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・応援プラン作成10日 ㈪・24日 ㈪ 13:15～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
��①妊娠届出書��②個人番号カードまたは個人番号通知カード��③本人
��確認できるもの（運転免許証、パスポートなど）��④出産応援ギフト
��申請のため妊婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付

こどもカレンダーこどもカレンダー
月

電話相談 時間 平日�8:30～ 16:30 電話番号 《固定》43-2252　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあり
ます。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す
る基盤づくりのため、左記★のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

仙北市ホームページのほか、はなさき仙北のホームページからもご確認いただけます。 仙北市 はなさき仙北

◆場　所 健康管理センター（角館） 4 4 

  4 月の子育て支援センター情報
　　★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設
　　★育児不安などについての相談指導
　　★子育てサークルなどへの支援

  4 月の子育て支援施設「さくラッコ」情報 子育てサポート　「はっぴい・マム」
角館町田町上丁 69-1
（角館児童館 2F）

◆問合せ 仙北市保健課  ☎43-2252

日にち 内容 対象者 時間
12日㈬ ベビーマッサージ・交流会 2か月後半～1歳未満 9:10～

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （保健課に申し込みが必要です）

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！

→
→

17日は助産師さんの相談日です。

はっぴいルームはっぴいルーム
お友だち作りや情報交換の場として、
毎週水・木・金曜日 10:00 ～ 15:00 開放
水曜日 5日・12日・19日・26日
木曜日 6日・ 13日・20日・27日
金曜日 7日・14日・21日・28日

予約予約
不要不要

すくすく成長記録すくすく成長記録 DaDayy
 13 日木 10:00 ～ 11:00
月イチ、身長体重測定日！

予約予約
不要不要

わくわく広場わくわく広場
事前予約事前予約
6 組6 組

あつまれ！ 0 歳児！！あつまれ！ 0 歳児！！
28 日金 お昼寝アート
① 10:30 ～ 11:30 ② 13:30 ～ 14:30

季節の壁紙をバックにお子さん
の写真をパチリ！

事前予約事前予約
① 6 組① 6 組
② 6 組② 6 組

だしっこルームだしっこルーム（だしのこ園内）（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256☎ 43-1025　FAX43-3256

　時間 9　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

19 日水 だしっこルームへようこそ！はじめましての会をしましょう

26 日水 こいのぼりを作ってみよう

わいわい広場わいわい広場（神代こども園内）（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931☎ 44-2502　FAX44-2931

　時間 9:30 ～ 11:30　時間 9:30 ～ 11:30

18 日火 はじめましての会

25 日火 こども園で遊ぼう・こいのぼりを作ってみよう

おひさまルームおひさまルーム（角館こども園内）（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919☎ 53-2918　FAX53-2919

　　時間 9:30 ～ 11:30 時間 9:30 ～ 11:30 

19 日水 はじめましての会

26 日水 こいのぼりを作りましょう

なかよしひろばなかよしひろば（にこにここども園内）（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323☎ 47-2525　FAX47-2323

時間 9:30 ～ 11:30時間 9:30 ～ 11:30

20 日木 はじめましての会

27 日木 こいのぼりを作ってみよう

さくらんぼルームさくらんぼルーム（ひのきないこども園内）（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX48-2525☎ 48-2345　FAX48-2525

時間 9:30 ～ 11:30時間 9:30 ～ 11:30

19 日水 はじめましての会をしよう

26 日水 こいのぼりを作ろう

※おひさまルームは、令和 5 年度から開催曜日が水曜日に変更になりました。
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仙北市立小・中学校適正配置方針

仙北市教育委員会
学校適正配置準備室（西木庁舎）　☎43-3381問合せ

　仙北市教育委員会では、「将来に目指す学校教育の姿」に関し、市民意見交換会や
アンケート調査などを通じてお聴きしたご意見や、学校適正配置検討委員会による
検討を踏まえ、次のとおり方針（主な内容）を定めました。

1 方針の背景と趣旨　

　本市の実情を踏まえ、子どもの学びや成長にとって望ましい教育環境を整えることを第一とし
つつ、コミュニティや防災拠点としての役割などにも配慮しながら、適正配置に関する基本的な
考え方を示します。

2 現状と課題　

（１）児童生徒数　児童生徒数の減少により、教育活動への影響が懸念されます。
（２）学 校 施 設 　�多くの施設で老朽化が進んでいるため、将来的な施設使用の方向性を定め、必

要な対策を講じることが課題となっています。

3 基本方針（目指す学校像）　

（2）望ましい学校規模
　�　児童生徒数の減少が見込まれる将来において

も、多様な価値観や考え方をもった仲間とふれ
あい、課題別学習、課外でのスポーツ・文化活動、
学校行事などで多様な選択ができるよう、一定
の集団を確保できる規模とする。

（3）望ましい学校配置
　①�徒歩や自転車による通学距離は、小学校は４㎞

以内、中学校は６㎞以内を目安とする。
　②�通学時間は、小・中学校とも通学手段に関わ

らず、概ね１時間以内を目安とする。

（4）配慮が必要な事項
　①こどもたちの学習・生活環境への配慮
　②�学校間・校種間（保育施設、小・中学校など）

連携による教育活動の推進
　③通学環境の安全の確保と整備
　④学校と地域のさらなる連携
　⑤防災・地域コミュニティへの対応

今後の進め方（予定）
【令和 5 年度】
学校適正配置計画（骨子案）
※学校規模・配置の具体化に向けて、
統合も視野に入れて意見交換および検
討を行い、方向性を集約。

【令和 6 年度】
学校適正配置計画（素案）
※学校の規模・配置は、実現可能性の
ある具体計画を数パターン案に集約。

【令和 7 ～ 8 年度】
学校適正配置計画（成案）

～地域とともに考える子どもたちの未来～

適正配置に関する
情報はこちらから→

➡
➡

（１）望ましい学校教育環境
　①確かな学力の向上
　②思いやりの心と健やかな体を育み、命を大切にする教育の推進
　③地域に根ざしたふるさと・キャリア教育の充実
　④切磋琢磨しながら、多様性を認め合い、柔軟性を育む環境の構築

多様性、思いやりと協力、基礎学力、
　　柔軟性、伝統文化の継承…
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保
健
と
健
康
の
掲
示
板
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問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

問合せ／ NPO 法人 KOU  大屋みはる☎018-853-4367

　“ 若者の居場所 ” とは、心の重荷を下ろす場所です。辛い、
苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、社会の
中で生きづらいと感じているすべての若者が対象です。一緒
にお茶を飲んだり、おやつを食べたり、ちょっとしたゲーム
をしながら若者同士で交流しましょう。ぜひひとりで抱え込
まずに、まずは足を運んでください。お待ちしています。

44月月1818日・日・55月月1616日・日・66月月2020日・日・77月月1818日・日・
88月月1515日・日・99月月1919日・日・1010月月1717日・日・1111月月2121日・日・
1212月月1919日・日・令和6年11月月1616日・日・22月月2020日・日・33月月1919日日

若者の居場所
若者同士で交流しましょう !

場所  角館交流センター（和室）　時間  14:00 ～ 16:00

参加無料 !

相談時間　1回50分　 午前／①10:00～　②11:00～　
午後／③13:30～　④14:30～

あなたのこころの声を聴いてくれる人がいる
こころの相談

西木総合開発センター ▼※ 2 か月に 1 回第 2 火曜日午前のみ
55月月99日日火 午前のみ

相談方法　面談または電話（予約時に希望をお伝えくだ
さい）※匿名希望可

中高年男性の自殺が多いことを知っていますか？
　深刻な状況が続く中高年男性の自殺。つらい悩みを抱え
続けていると、周りに助けを求めづらくなります。病気や
健康の不安、家族関係や子育て、経済・生活の不安、介護
や世話、職場や人間関係、近隣関係などから、不安や心
配疲れで、以前のように食事や睡眠がとれなかったり、誰
に相談すればいいかわかならなかったり、自分のことをわ
かってくれる人はだれもいないと感じていませんか。
　保健課では、このような方々に『こころの相談』をおす
すめしています。こころの相談は、自殺予防として仙北市
が行っている事業で保健課が窓口となっています。話せ
るところからゆっくり話してみませんか？ひとりで悩まず、
声を出してください。相談してみようかなと思ったら、迷
わず☎43-2252へご連絡ください。

角館庁舎 ▼ 44月月66日日木 ・ 1010日日月 午前のみ ・ 
1717日日月 ・ 2424日日月 午後のみ ・ 55月月88日日月 ・ 1515日日月 
午前のみ ・ 2222日日月 午前のみ ・ 2929日日月 午前のみ
田沢湖健康増進センター ▼※月 1 回第 3 水曜日午後のみ
44月月1919日日水 午後のみ ・ 55月月1717日日水 午後のみ

44月月55日日・55月月1010日日・66月月77日日・77月月55日・日・88月月22日日・
99月月66日日・1010月月44日日・1111月月11日日・・1212月月66日日・
令和6年11月月1010日日・22月月77日日・33月月66日日

語って、笑って、ホッと一息①

えがおサロン

　傾聴ボランティア『えくぼの会』では、毎月えがおサロ
ンを開催しています。お茶やコーヒーを飲んで、語って笑っ
てホッとするひとときを一緒に過ごしませんか。個人の悩
みや相談にも応じています。予約なしで、どなたでも好き
な時間に参加できますので、ぜひお立ち寄りください。

場所　田沢湖健康増進センター 交流プラザ
時間　13:00 ～ 16:00
内容　血圧測定、健康講話、脳トレ、手工芸など
参加料　100円

相談は
秘密厳守
です

かだれ

　一緒にお茶を飲んだり認知症予防ゲームなど、やりた
いことをやりましょう！集いの場「かだれ」は、開催日の
時間内で個別にお話を聴いたりご希望の方には秘密厳守
でご相談に応じています。相談は無料ですので、遠慮な
くお越しください。（予約先 小松 ☎090-2975-3450）。

語って、笑って、ホッと一息②

44月月1212/2626日日・55月月1717/2424日日・66月月1414/2828日日・

77月月1212/2626日日・88月月99/2323日日・99月月1313/2727日日・

1010月月1111/2525日日・1111月月88/2222日日・1212月月1313/2727日日・

令和6年11月月1717/2424日日・22月月1414/2828日日・33月月1313/2727日日
場所　田沢湖健康増進センター 調理室・栄養相談室
時間・内容　
▶10:00～ 12:00�保健師による血圧測定、健康相談など
▶12:00～ 15:00�認知症予防体操、ゲームなど
参加料　100円（昼食は各自でご持参ください）

傾聴ボランティア

※毎月1回
　水曜日

※毎月2回、水曜日

※毎月1回、水曜日

※毎月1回第3火曜日

主催　 NPO法人KOU（あきた若者サポートステーション運営団体）

保
健

と

の

健
康

掲
示
板

シリーズ～第2期けんこう仙北21計画　重点分野　休養・こころ～

朝ごはんを毎日食べよう！朝ごはんを毎日食べよう！

保健課からのお知らせ
　毎月広報に掲載していた「健康ワンポイント」
について掲載方法が変わります。
　毎月16日号の広報→毎月１日に仙北市のホー
ムページへ掲載します。
　ホームページのほか、仙北市公式 LINEで配
信します。LINE受診設定→健康・医療を選択す
ると、1日に配信されます。

知っておきたい朝ごはんの効果
　① 脳の働きをよくする
　② 腸が活発になり、便通がよくなる
　③ 寝ている間に下がった体温を上昇させる
　④  昼食・夕食の食べすぎを防ぐので肥満が防止で

きる
朝ごはんを食べない方へ
　まずは朝ごはんを食べる習慣を身につけましょう。
　おにぎりやバナナ、乳製品
など食べやすいものから始め
ましょう。

朝ごはんを毎日食べている方へ
　主食（ご飯やパン）・主菜（肉、魚、卵、納豆、豆腐）・
副菜（野菜、海藻、きのこ）を組み合わせましょう。
朝におすすめの1品
　味噌汁やスープに野菜、きのこ、海藻、豆腐、卵
などを入れて具だくさんにすると、1品で栄養バラ
ンスがとれます。

問合せ／仙北市保健課　☎ 43-2252

　朝ごはんは、1日を元気に過ごすために大切な食事です。

▶�毎日朝食をとっている方を増やす
目標値90％（2018年度83.3％）

2023年までに目指す指標

問合せ・健康相談予約／
神代診療所  ☎44-2118

診療日程のお知らせ（4月3日～）神代診療所から

●�金・土・日曜日、祝日
●�年末年始／
12月 29日㈮～

令和6年1月3日㈬

▼ 診療時間（受付開始は、診療時間の30分前から）

▼ 休診日

曜日 診療時間 医師

月
9:00～ 11:30 吉岡政人先生（秋田大学医学部附属病院）

※小学生以下のお子さまの診察・予防接種はできません。13:30～ 16:30

火
9:00～ 11:30 中川康彦先生または堀江美里先生

（秋田大学医学部附属病院�消化器外科）
15:00～ 18:00 嘉陽毅先生

水
9:00～ 11:30 嘉陽毅先生

13:30～ 16:30

木
9:00～ 11:30 田口大樹先生（秋田大学医学部附属病院�腫瘍内科）

13:30～ 16:30

金 健康相談日
（要事前予約） 診療は行いません。看護師による健康相談日となります。

※「休日歯科診療当番医」については、仙北市カレンダー（35ページ）に掲載しています。

こころの相談からお願い
　気になる人がいたら、まずは声をかけてみましょう。あなたもゲートキーパーになれます。ゲートキーパーとは、つらい気持ち
を抱える人を身近で支えになる人のことです。特別な資格はいりません。声のかけ方は “ 気持ち ” ではなく「体調」から聞いてみて
ください。背中をさするような気持ちで聴いてみましょう。必要に応じて、相談機関につないでください。お互いに支えあえる、
すべての人々にやさしい地域をみんなで一緒につくりましょう。

～あなたの声かけで、救われる人がいるかもしれません～

※相談無料、秘密厳守

笑いで 3つの「わ」（なごみの和・つながりの輪・
たのしい話）を広げよう！！

スタッフ　公認心理師・臨床心理士

　笑うことは心身ともに安定し、ストレス軽減に効果がある
といわれています。皆さま、ぜひご参加ください。

受付　9:40 ～10:00　終了　11:30（予定）
場所　健康管理センター（角館）
内容　笑いヨガ

笑いの会
44月月2121日日金　※事前申込不要

　心に溜まったことや、気になること、心配なことなど
話してみませんか。傾聴ボランティア「えくぼの会」会員
がゆっくりお茶を飲みながら一緒に考えていきます。開
催時間内の都合のよいときにお気軽にお越しください。

場所  角館交流センター　時間 10:00 ～ 14:00 ※予約不要

だれかに話をすると安心する

えくぼの会
44月月1919日・日・55月月1717日・日・66月月2121日・日・77月月1919日・日・
88月月1616日・日・99月月2020日・日・1010月月1818日・日・1111月月1515日・日・
1212月月2020日・日・令和6年11月月1717日・日・22月月2121日・日・33月月1313日日

傾聴ボランティア
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補
佐《（
一
社
）秋
田
県
観
光
連
盟
派
遣
》）

佐
藤
善
文�

▼
係
長《（
一
社
）秋
田
県
観
光

連
盟
派
遣
》（
観
光
係
長
）藤
肥
寛
明�

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
長
兼
思
い
出
の
潟
分
校

館
長（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）田
口

真
吾�

▼
市
民
福
祉
部
次
長
兼
に
し
き
園
事

務
長（
に
し
き
園
事
務
長
）鈴
木
寿
重�

▼

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
次
長
兼
交
流
デ
ザ

イ
ン
課
長（
交
流
デ
ザ
イ
ン
課
長
）田
口
聡

美�

▼
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
次
長
兼
文

化
財
課
長（
文
化
財
保
護
室
長
）山
形
幸
子�

▼
農
林
商
工
部
次
長（
総
務
課
長
兼
事
務

事
業
総
合
調
整
室
長
）畠
山
徹�

▼
建
設
部

次
長
兼
上
下
水
道
課
長（
上
下
水
道
課
長
）

松
本
賢
悟�

▼
教
育
次
長（
学
習
資
料
館
・

イ
ベ
ン
ト
交
流
館
長
）松
橋
幸
太
郎�

▼
教

育
次
長
兼
学
校
教
育
課
長《
秋
田
県
教
育

委
員
会
よ
り
》福
田
裕
司

 

総
務
部 

【
総
務
課
】▼
課
長（
財
政
課
長
兼
財
政
係

長
）猪
本
博
範�
▼
参
事
兼
職
員
係
長（
課

長
補
佐
兼
職
員
係
長
）照
島
憲
仁�

▼
主
任

（
収
納
推
進
課
主
任
）髙
橋
直
人�

▼
主
事

《
秋
田
県
市
町
村
課
派
遣
》（
市
民
生
活
課

主
事
）柏
谷
真
澄�

▼
主
事（
新
規
採
用
）黒

澤
麻
衣

【
事
務
事
業
総
合
調
整
室
】▼
室
長（
室
長
補

佐
）戸
澤
真�

▼
室
長
補
佐
兼
行
政
Ｄ
Ｘ
推

進
班
長（
行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
班
長
）明
平
英
晃

【
財
政
課
】▼
課
長
兼
財
政
係
長（
市
民
生
活

課
課
長
補
佐
）佐
藤
真�

▼
主
任（
主
事
）新

山
大
将�

▼
主
事（
総
務
課
主
事《
秋
田
県

市
町
村
課
派
遣
》）進
藤
大
輔

【
管
財
課
】▼
課
長（
会
計
課
長
）皆
川
覚�

▼

管
財
係
長
兼
公
共
施
設
管
理
専
門
官〈
再

任
用
〉藤
村
幸
子�

▼
国
土
調
査
係
長（
総

合
防
災
課
消
防
防
災
係
長
兼
交
通
防
犯
係

長
）齋
藤
篤

【
税
務
課
】▼
課
長（
収
納
推
進
課
長
）千
葉

裕�

▼
課
長
補
佐
兼
納
税
係
長（
に
し
き
園

事
務
長
補
佐
）青
山
昌
宏�

▼
課
長
補
佐
兼

固
定
資
産
税
係
長（
固
定
資
産
税
係
長
）齋

藤
和
彦�

▼
市
民
税
係
長（
主
査
）橋
本
嶺�

▼
主
任（
子
育
て
推
進
課
主
任
）田
口
佳
織�

▼
主
事（
農
林
整
備
課
主
事
）佐
々
木
彩
斗�

▼
主
事（
新
規
採
用
）池
田
楓
華

【
固
定
資
産
税
調
査
室
】▼
室
長《
兼
務
》原

勉�

▼
調
査
係
長（
税
務
課
市
民
税
係
長
）

髙
橋
三
千
年�

▼《
兼
務
》雲
雀
大
亮�

▼《
兼

務
》新
山
翔
平�

▼《
兼
務
》佐
々
木
彩
斗

【
収
納
推
進
課
】▼
課
長（
税
務
課
参
事
兼
納

税
係
長
）石
橋
良
晴�

▼
主
任（
主
事《
秋
田

県
徴
収
特
別
対
策
室
派
遣
》）鈴
木
駿

【
契
約
検
査
室
】▼
室
長（
歴
史
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
長
兼
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

長
）藤
原
正
輝

【
総
合
防
災
課
】▼
課
長
兼
危
機
管
理
監（
課

長
）田
口
俊
彦�

▼
課
長
補
佐
兼
消
防
防
災

係
長
兼
交
通
防
犯
係
長（
建
設
課
管
理
係

長
）浅
利
大
輔�

▼
主
事（
新
規
採
用
）鈴
木

隼
斗

【
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長
補
佐
兼
市

民
サ
ポ
ー
ト
班
長
兼
地
域
振
興
班
長
兼
農

林
建
設
班
長（
所
長
補
佐
兼
市
民
サ
ポ
ー

ト
班
長
）堀
川
順
子�

▼
主
査（
主
任
）佐
々

木
駿
輔

【
神
代
出
張
所
】▼
参
事
兼
地
域
支
援
班
長

（
長
寿
支
援
課
参
事
）藤
本
順
子�

▼
主
任

栄
養
士（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
推
進
室
係
長
兼
主
任
栄
養
士
）村

田
美
保
子�

▼
主
査〈
再
任
用
〉（
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
査〈
再
任
用
〉）高
橋
重
悦

【
角
館
市
民
セ
ン
タ
ー
】▼
主
査〈
再
任
用
〉

（
平
福
記
念
美
術
館
主
査〈
再
任
用
〉）髙
階

栄
子

【
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長
補
佐
兼
市
民

サ
ポ
ー
ト
班
長
兼
地
域
振
興
班
長
兼
農
林

建
設
班
長（
所
長
補
佐
兼
地
域
振
興
班
長

兼
農
林
建
設
班
長
）伊
藤
薫�

▼
主
任〈
再

任
用
〉小
林
ひ
ふ
み�

▼
主
事（
新
規
採
用
）

佐
々
木
優

 

企
画
部 

【
企
画
政
策
課
】▼
課
長（
企
画
政
策
課
課
長

補
佐
）高
橋
康�

▼
課
長
補
佐
兼
情
報
統
計

係
長（
企
画
政
策
課
課
長
補
佐
兼
情
報
統

 

部
長
級 

　
▼
総
務
部
長（
市
民
福
祉
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
）大
澤
裕
司�

▼
企
画
部
長（
総
務

部
次
長
兼
企
画
政
策
課
長
兼
総
合
情
報
セ

ン
タ
ー
館
長
兼
思
い
出
の
潟
分
校
館
長
）

齋
藤
洋�

▼
市
民
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長（
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
）草
彅
秀

典�

▼
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長（
総
務
部

長
）小
田
野
直
光�

▼
農
林
商
工
部
長（
農

林
商
工
部
次
長
兼
農
業
振
興
課
長
）門
脇

朋
宏�

▼
建
設
部
長（
建
設
部
次
長
兼
建
設

課
長
）三
木
啓
元�

▼
教
育
部
長（
観
光
文

化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）草
彅
郁
太
郎�

▼
医
療

連
携
政
策
監《
医
療
局
長
併
任
》（
医
療
局

次
長
兼
市
立
角
館
総
合
病
院
事
務
次
長
兼

総
務
管
理
課
長
兼
医
師
事
務
作
業
支
援
室

長
）村
瀬
克
広

 

次
長
級 

　
▼
総
務
部
次
長
兼
固
定
資
産
税
調
査
室
長

（
総
務
部
次
長
兼
税
務
課
長
）原
勉�

▼
田

沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長（
中
央
公
民
館

長
）髙
橋
良
宣�

▼
企
画
部
次
長
兼
田
沢
湖

令
和
５
年
4
月
1
日
付

※（　
）内
は
前
職
な
ど

人
事
異
動
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
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農
林
商
工
部 

【
農
業
振
興
課
】▼
課
長（
文
化
創
造
課
長
）

平
岡
太
一�

▼
参
事
兼
農
務
係
長（
角
館
樺

細
工
伝
承
館
館
長
補
佐
）小
木
田
満
洋�

▼

課
長
補
佐（
社
会
福
祉
課
課
長
補
佐
）伊
藤

佑�

▼
主
任（
主
事
）大
石
隆
寛

【
農
林
整
備
課
】▼
参
事
兼
農
村
整
備
係
長

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
参
事
兼
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
長
）畠
山
裕
子�

▼
主
事（
観
光
課
主

事
）佐
藤
丞

【
商
工
課
】▼
課
長
兼
商
工
物
産
係
長（
課

長
）栗
原
和
彦�

▼
雇
用
企
業
振
興
係
長
兼

企
業
誘
致
専
門
官〈
再
任
用
〉（
企
業
誘
致

専
門
官〈
再
任
用
〉）大
山
隆
誠�

▼
主
事

《
秋
田
県
産
業
集
積
課
派
遣
》（
社
会
福
祉

課
主
事
）赤
上
健

【
角
館
樺
細
工
伝
承
館
】▼
館
長（
商
工
課
参

事
兼
商
工
物
産
係
長
兼
雇
用
企
業
振
興
係

長
）鈴
木
匡
尚�

▼
主
任〈
再
任
用
〉星
野
悟

之

 

建
設
部 

【
建
設
課
】▼
課
長（
参
事
兼
都
市
計
画
係

長
）茂
木
剛�

▼
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

（
課
長
補
佐
）千
葉
圭
二�

▼
課
長
補
佐
兼

都
市
計
画
係
長（
市
民
生
活
課
課
長
補
佐

兼
環
境
保
全
係
長
）戸
堀
忠
俊

【
上
下
水
道
課
】▼
課
長《
兼
務
》松
本
賢
悟�

▼
上
下
水
道
専
門
官〈
再
任
用
〉髙
橋
英
樹�

▼
主
事（
新
規
採
用
）髙
橋
麗
奈

 

会
計
管
理
者 

【
会
計
課
】▼
課
長（
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）草
彅
直
子�

▼
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長

（
農
業
振
興
課
課
長
補
佐
）佐
々
木
美
樹
子

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

【
学
校
適
正
配
置
準
備
室
】▼《
兼
務
》草
彅

雅
人

【
学
校
教
育
課
】▼
課
長《
兼
務
》福
田
裕
司�

▼
建
設
専
門
官〈
再
任
用
〉草
彅
雅
人

【
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
】▼
ヤ
マ
メ
・
サ
ク

ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門
官〈
再
任
用
〉

菅
原
貞
男�

▼
学
校
情
報
支
援
専
門
官〈
再

任
用
〉（
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
情
報
専
門
官

〈
再
任
用
〉）藤
原
真
栄

【
角
館
小
学
校
】▼
技
術
主
任（
技
術
員
）

佐
々
木
竜
喜

【
西
明
寺
小
学
校
】▼
技
術
員（
桧
木
内
小
学

校
技
術
員
）中
村
清
春

【
桧
木
内
小
学
校
】▼
技
術
主
任（
角
館
中
学

校
技
術
主
任
）戸
嶋
好

【
角
館
中
学
校
】▼
技
術
員（
西
明
寺
小
学
校

技
術
員
）伊
藤
順

【
桧
木
内
中
学
校
】▼
技
術
員〈
再
任
用
〉澤

山
一
栄

【
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長（
田
沢
湖
公

民
館
長
兼
庶
務
係
長
兼
事
業
係
長
）大
石

基�

▼
所
長
補
佐（
農
業
振
興
課
農
務
係

長
）畑
英
徳

【
生
涯
学
習
課
】▼
参
事
兼
生
涯
学
習
係
長

（
中
央
公
民
館
館
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
兼

事
業
係
長
）小
林
正
人

【
中
央
公
民
館
】▼
館
長（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

長
）髙
倉
正
人�

▼
庶
務
係
長
兼
事
業
係
長�

兼
社
会
教
育
専
門
官〈
再
任
用
〉（
社
会
教

育
専
門
官〈
再
任
用
〉）佐
々
木
幸
美�

▼
主

事（
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
主
事
）伊
藤
奈
菜

【
田
沢
湖
公
民
館
】▼
参
事
兼
館
長
兼
庶
務
係

長
兼
事
業
係
長（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐

兼
生
涯
学
習
係
長
）佐
藤
文
恵

【
田
沢
湖
図
書
館
】▼
館
長《
兼
務
》信
田
昌

史
【
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
】▼
館
長

（
田
沢
湖
図
書
館
長
）真
崎
智
明�

▼
館
長

補
佐
兼
業
務
係
長
兼
管
理
係
長（
館
長
補

佐
兼
管
理
係
長
）明
平
裕
子�

▼
主
任（
子

育
て
推
進
課
主
任《
社
会
福
祉
法
人
は
な

さ
き
仙
北
派
遣
》）伊
藤
真
希

【
平
福
記
念
美
術
館
】▼
主
任（
新
規
採
用
）

小
林
研
太

 

監
査
委
員
事
務
局 

　
▼
書
記〈
主
査
〉〈
再
任
用
〉（
文
化
財
保
護

室
主
査〈
再
任
用
〉）冨
木
弘
一

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
▼
事
務
局
長（
契
約
検
査
室
長
）門
脇
達
也

 

医
療
局 

　
▼
医
療
局
長
兼
医
療
管
理
課
長
兼
経
営
企

画
推
進
室
長
兼
市
立
角
館
総
合
病
院
事
務

長（
医
療
局
次
長
兼
市
立
角
館
総
合
病
院

事
務
次
長
兼
総
務
管
理
課
長
兼
医
師
事
務

作
業
支
援
室
長
）村
瀬
克
広

【
医
療
管
理
課
】▼
参
事
兼
経
営
企
画
推
進
室

参
事（
課
長
補
佐
兼
経
営
企
画
推
進
室
室

長
補
佐
）山
信
田
大
作

 

市
立
田
沢
湖
病
院 

【
診
療
科
】▼
内
科
医
長《
併
任
》（
秋
田
県
健

康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
よ
り
）佐
藤
正
健

【
看
護
科
】▼
看
護
師
長（
主
任
看
護
師
）山

手
サ
ツ
キ�

▼
主
任
看
護
師（
に
し
き
園

主
任
看
護
師
）佐
藤
京
子�

▼
主
任
看
護
師

（
看
護
師
）千
葉
方
美

【
総
務
管
理
課
】▼
課
長
補
佐
兼
医
事
係
長

（
医
事
係
長
）武
藤
晴
佳

 

市
立
角
館
総
合
病
院 

【
診
療
部
】▼
副
診
療
部
長
兼
臨
床
検
査
科
科

長（
副
診
療
部
長
兼
総
合
診
療
科
科
長
）田

口
謙�

▼
放
射
線
科
科
長
兼
整
形
外
科
医
長

（
新
規
採
用
）青
沼
宏�

▼
総
合
診
療
科
科

長《
併
任
》（
総
合
診
療
科
医
長
）小
林
昭
仁�

▼
外
科
医
長
兼
消
化
器
内
科
医
長（
消
化

器
内
科
医
師
）小
林
弘
明�

▼
総
合
診
療
科

医
師《
併
任
》（
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医
務

薬
事
課
よ
り
）小
笠
原
暢
宏�

▼
消
化
器
内

科
医
師（
新
規
採
用
）佐
々
部
啓
介�

▼
薬

剤
科
次
長（
主
任
薬
剤
師
）山
田
華
子�

▼

副
技
師
長（
主
任
診
療
放
射
線
科
技
師
）竹

原
卓�

▼
副
技
師
長（
主
任
理
学
療
法
士
）�

柴
田
和
哉�

▼
主
任
薬
剤
師（
薬
剤
師
）澤

田
石
裕
之�

▼
薬
剤
師（
新
規
採
用
）茂
木

康
平

【
看
護
部
】▼
外
来
診
療
室
看
護
師
長（
東
病

棟
主
任
看
護
師
）古
郡
加
奈
子�

▼
手
術
室

看
護
師
長
兼
中
央
材
料
室
看
護
師
長（
外

来
診
療
室
主
任
看
護
師
）辻
潮�

▼
外
来
診

療
室
主
任
看
護
師《
医
療
安
全
担
当
》（
東

病
棟
主
任
看
護
師
）蓮
沼
千
和�

▼
外
来
診

療
室
主
任
看
護
師（
外
来
診
療
室
主
任
看

護
師《
医
療
安
全
担
当
》）茂
木
幸
恵�

▼
東

病
棟
主
任
看
護
師（
南
病
棟
主
任
看
護
師
）

杉
村
恵
美
子�

▼
東
病
棟
主
任
看
護
師（
看

護
師
）米
澤
久�

▼
南
病
棟
主
任
看
護
師

（
看
護
師
）高
橋
久
美
子�

▼
外
来
診
療
室

主
任
看
護
師《
院
内
感
染
担
当
》（
看
護
師
）

栗
山
康�

▼
看
護
師〈
再
任
用
〉清
水
博
美

【
事
務
部
】▼
事
務
長《
併
任
》村
瀬
克
広

【
事
務
部（
総
務
管
理
課
）】▼
課
長
兼
医
師
事

務
作
業
支
援
室
長（
参
事
兼
管
理
係
長
）伊

澤
達
也�

▼
主
任（
企
画
政
策
課
主
任
）豊

島
孝
樹�

▼
主
任
保
育
士〈
再
任
用
〉秋
山

千
秋

【
事
務
部（
医
事
課
）▼
参
事（
課
長
補
佐
）伊

藤
美
樹�

▼
主
任
社
会
福
祉
士
兼
主
任
精
神

保
健
福
祉
士（
社
会
福
祉
士
兼
精
神
保
健

福
祉
士
）佐
藤
礼
華�

▼
看
護
師
兼
精
神
保

健
福
祉
士〈
再
任
用
〉佐
藤
美
恵
子

 

退
職 

　
▼
菅
原
貞
男（
医
療
連
携
政
策
監《
医
療

局
長
併
任
》）�

▼
髙
橋
英
樹（
農
林
商
工
部

長
）�

▼
草
彅
雅
人（
建
設
部
長
）�

▼
藤
村
幸

子（
教
育
部
長
）�

▼
清
水
洋
衛（
市
民
福
祉

部
次
長
兼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
推
進
室
長
）�

▼
高
橋
宏
和（
危
機

管
理
監
）�

▼
千
葉
俊
成（
田
沢
湖
ク
ニ
マ

ス
未
来
館
長
兼
田
沢
湖
再
生
専
門
官
）�

▼

星
野
悟
之（
角
館
樺
細
工
伝
承
館
館
長
）�

▼
相
馬
淳
子（
長
寿
支
援
課
課
長
待
遇
）�

▼
小
林
ひ
ふ
み（
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
参

事
兼
市
民
サ
ポ
ー
ト
班
長
）�

▼
秋
山
千
秋

（
子
育
て
推
進
課
参
事
兼
角
館
西
保
育
園

長
）�

▼
田
口
美
智
子（
保
健
課
主
任
保
健

師
）�

▼
江
橋
舞
羽（
保
健
課
保
健
師
）�

▼

澤
山
一
栄（
桧
木
内
中
学
校
技
術
員
）�

▼

松
田
郁
子（
市
立
田
沢
湖
病
院
看
護
師
長
）�

▼
村
田
昇
平（
市
立
角
館
総
合
病
院
放
射

線
科
科
長
兼
整
形
外
科
医
長
）�

▼
岩
﨑
俊

斗（
市
立
角
館
総
合
病
院
消
化
器
内
科
医

師
）�

▼
清
水
博
美（
市
立
角
館
総
合
病
院

外
来
診
療
室
看
護
師
長
）�

▼
佐
藤
恵
子

（
市
立
角
館
総
合
病
院
手
術
室
看
護
師
長

兼
中
央
材
料
室
看
護
師
長
）�
▼
佐
藤
美
恵

子（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
兼
精
神

保
健
福
祉
士
）�

▼
小
野
寺
吾
香（
市
立
角

館
総
合
病
院
助
産
師
）�

▼
加
羽
香
澄（
市

立
角
館
総
合
病
院
薬
剤
師
）

 

帰
任 

　
▼【
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
へ
】佐
藤
嘉
繁（
観
光
文
化

ス
ポ
ー
ツ
部
次
長
）�

▼【
秋
田
県
教
育
委

員
会
へ
】鈴
木
徹（
教
育
次
長
兼
学
校
教

育
課
長
）�

▼【
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医
務

薬
事
課
へ
】三
浦
隆
徳（
市
立
田
沢
湖
病
院

内
科
医
長
）�

▼【
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医

務
薬
事
課
へ
】佐
藤
正
健（
市
立
角
館
総
合

病
院
臨
床
検
査
科
科
長
兼
総
合
診
療
科
医

長
）�

▼【
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事

課
へ
】山
田
宗
玄（
市
立
角
館
総
合
病
院
総

合
診
療
科
医
師
）

 

再
任
用
任
期
満
了 

　
▼
三
浦
清
人（
企
画
政
策
課
主
査
）�

▼
大

山
肇
浩（
神
代
出
張
所
主
査
）�

▼
加
羽
馨

（
市
立
角
館
総
合
病
院
主
任
診
療
放
射
線

技
師)�

▼
草
薙
昌
子（
市
立
角
館
総
合
病

院
看
護
師)

　
▼
主
査（
文
化
創
造
課
主
査
）竹
内
佳
子�

▼
主
任《
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
派
遣
》

（
主
事《
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
派
遣
》）古

山
怜

【
交
流
デ
ザ
イ
ン
課
】▼
課
長《
兼
務
》田
口

聡
美�

▼
国
際
交
流
推
進
係
長
兼
農
山
村
デ

ザ
イ
ン
係
長（
国
際
交
流
推
進
係
長
）長
谷

田
雄
大

【
文
化
財
課
】▼
課
長《
兼
務
》山
形
幸
子�

▼

参
事（
文
化
財
保
護
室
室
長
補
佐
）畠
山
豊

加
寿�

▼
文
化
財
係
長
兼
文
化
創
造
係
長

（
文
化
財
保
護
室
文
化
財
係
長
）村
岡
耕
平�

▼
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長（
文
化
財

保
護
室
主
査
）遠
藤
元�

▼
主
査〈
再
任
用
〉

（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
主
査〈
再
任

用
〉）赤
倉
一
男�

▼
主
査（
文
化
創
造
課
主

査
）畑
中
麻
耶�

▼
主
任（
新
規
採
用
）佐
々

木
成
淳�

▼
主
事（
文
化
創
造
課
主
事
）菊

地
玲
衣�

▼
技
師（
新
規
採
用
）板
橋
朋
洋

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】▼
課
長（
総
務
課
参

事
）金
野
真
悟�

▼
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
長（
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
兼
地
域
振
興
班
長
兼
農
林
建
設
班

長
）金
谷
孝
昭�

▼
課
長
補
佐
兼
体
育
施
設

係
長（
体
育
施
設
係
長
）髙
橋
三
輝�

▼
主

事（
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
主

事
）赤
倉
き
ら
ら

仙北市仙北市
人事異動人事異動
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表紙の写真から表紙の写真から

おめでとうおめでとう
ございますございます

百寿
　

３
月
15
日
、
羽
崎
ふ
ゆ
さ
ん

（田
沢
湖

神
代
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
ゆ
さ
ん
（
左
）
に
お
祝
い
と
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

羽
崎
ふ
ゆ

羽
崎
ふ
ゆ
さ
ん
さ
ん

　

３
月
13
日
、
角
館
高
校
で
２

年
生
が
地
域
や
身
の
回
り
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の

探
究
成
果
を
述
べ
る
探
究
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
の
テ
ー
マ
を
「
地
域
社

会
の
未
来
に
向
け
て
提
言
し
よ

う
」
と
し
、
自
然
科
学
や
社
会

科
学
の
ほ
か
、ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
、

医
療
、
教
育
な
ど
12
分
野
、
45

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

探
究
は
、
２
年
生
の
生
徒
が

３
～
５
人
の
班
に
分
か
れ
、
班

ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
定
。
昨
年

の
４
月
か
ら
約
１
年
か
け
て
探

究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
幅
広
く
、「
武
家
屋
敷

に
ホ
タ
ル
を
飛
ば
そ
う
」
や
「
仙

北
市
の
少
子
化
問
題
」、「
桧
木

内
川
の
水
は
キ
レ
イ
？
」
な
ど

仙
北
市
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
も

多
数
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班

が
テ
ー
マ
に
も
と
づ
き
作
成
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
体
育
館
内
に
設

置
。
２
年
生
が
そ
の
前
で
発
表

し
、
１
年
生
が
視
聴
す
る
形
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

探
究
発
表
会
を
実
施

角
館
高
校
２
年
生
が
地
域
の
課
題
な
ど
を
探
究

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
仮
説
～
検
証

～
考
察
・
結
論
の
順
に
わ
か
り

や
す
く
探
究
の
成
果
が
ま
と
め

ら
れ
、
ポ
ス
タ
ー
を
用
い
た
発

表
を
１
年
生
は
熱
心
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
「
田
沢
湖
に
ク
ニ

マ
ス
は
復
活
で
き
る
の
か
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
班
の
全
体

発
表
も
行
わ
れ
、
田
沢
湖
の
水

質
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生
息
状

況
な
ど
の
調
査
内
容
と
そ
の
考

察
結
果
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
探

究
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
様
々

な
課
題
に
目
を
向
け
、
未
来
を

考
え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ

う
で
し
た
。

第 8 回田沢湖公民館まつり第 8 回田沢湖公民館まつり
各種サークルの作品などを展示

各ブースでテーマに沿った発表が行われました。

　

３
月
９
日
、「
第
８

回
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ

り
」
が
田
沢
湖
総
合
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
田
沢
湖

公
民
館
を
通
じ
て
活
動

し
て
い
る
各
種
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
編
み
物
や
手

づ
く
り
か
ご
、
ア
ー
ト

盆
栽
な
ど
多
数
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

方
は
じ
っ
く
り
と
見
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
石
星
華
さ

ん
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
フ

ラ
ワ
ー
教
室
の
無
料
体

験
も
行
わ
れ
、
参
加
者

は
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
テ
ー
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー

を
制
作
し
て
い
ま
し

た
。

　
テ
ー
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー

を
初
め
て
作
っ
た
と
い

う
井
上
チ
ヨ
さ
ん
は

「
前
か
ら
興
味
が
あ
り
、

公
民
館
ま
つ
り
に
来
て

体
験
教
室
が
あ
る
こ
と

を
知
り
参
加
し
た
。
難

し
か
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
。
玄
関
に
飾
り

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
様
々
な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

全体発表の様子。2年生の生徒たちが作ったポスター。

　
３
月
13
日
、
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
仙
北
建
設
業

協
会
と
同
協
会
建
友
会
か
ら
、
市
内
の
特
別
支
援
学

級
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
２
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
、
市
役
所
西
木
庁
舎
を
訪
れ
た
建
友
会
の
高

橋
祥
享
会
長
は
「
特
別
支
援
学
級
に
、
私
た
ち
が
手

伝
え
る
こ
と
が
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
。
仙
北
市
の
ほ
か
大
仙
市
、
美
郷
町
に
も
リ
ク
エ

ス
ト
を
聞
い
て
、
こ
の
事
業
を
続
け
て
い
る
」
と
話

し
ま
し
た
。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

タブレット端末を
寄贈いただきました

一般社団法人秋田県仙北建設業協会建友会

　
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

12
年
と
い
う
時
間
が
流
れ
、
震
災
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ふ
る
さ
と
を
思
う
時
間
と
し
て

「
と
し
ょ
か
ん
コ
ン
サ
ー
ト
『
世
界

を
旅
す
る
春
の
詩
』」
が
、
田
沢
湖

図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
倉
持
千

惠
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
ス
タ
ー

ト
し
、
加
藤
真
弓
さ
ん
の
歌
や
朗

読
、
安
藤
満
里
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
や
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

と
し
ょ
か
ん
コ
ン
サ
ー
ト

世
界
を
旅
す
る
春
の
詩

あ
の
日
を
振
り
返
り
、

ふ
る
さ
と
に
思
い
を
は
せ
る
時
間
に

　
コ
ン
サ
ー
ト
前
半
は
、
世
界
の
音

楽
と
作
品
の
朗
読
、
後
半
に
は
日
本

の
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
寄
せ
る
よ
う

な
春
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
内
容
に
、

定
員
を
超
え
る
来
場
者
は
歌
声
や
演

奏
の
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
応

え
た
出
演
者
３
人
に
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
会
場
を
訪
れ
た
方
は
「
ホ
ー
ル
で

の
演
奏
と
違
っ
て
、
出
演
者
と
の
距

離
が
近
く
一
味
違
う
コ
ン
サ
ー
ト
も

よ
か
っ
た
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

美しい歌声と演奏が観客を魅了しました。

コンサートに出演した（左から）加藤真弓さん、倉持千
惠子さん、安藤満里さん。

左
か
ら
建
友
会
の
佐
藤
達
也
副
会
長
、
須

田
教
育
長
、
高
橋
祥
享
会
長
、
西
宮
優
太

事
務
局
長
、
齋
藤
法
副
会
長
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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おしらせおしらせ
ナビナビ ～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

樺細工で生まれ変わった  奇跡のピアノコンサート vol.12
　神代小学校改築の際、廃棄される予定だったピ
アノで演奏されます。美しい樺細工と音色をお楽
しみください。

【4月22日 土 】伊藤伸（ピアノ）《ワルツ op.70-2
（ショパン）ほか》

【4月23日日 】廣田ちひろ（ピアノ）《版画より ｢
塔｣（C. ドビュッシー）ほか》

【4月26日水 】北嶋奏子＆安藤満里＆大谷祥子
（ヴァイオリン・ビオラ&クラリネット&ピアノ）
《魅惑のワルツ（マルケッティ）ほか》

【4月29日 土･祝 】斎藤洋（ピアノ）《ユモレスク 
変ト長調作品101-7（ドヴォルジャーク）ほか》

【4月30日日 】大曲高等学校合唱部（～歌の花束を
あなたに～ Vol.8《浜辺の歌（林古渓／詞 成田為
三／曲）ほか》

【時間】各日とも 13:30 ～ 14:10（1 回公演）       【場所】角館町平福記念美術館
【入場料】無料 ▼ピアノのメンテナンスとコンサート継続のため募金箱を設置しています。

ご協力いただけましたら幸いです。 ▼館内の展示をご覧いただく場合は観覧料が必要で
す。 ▼駐車場は美術館向かい大駐車場（有料・１日500円）をご利用ください。

【問合せ】Oto を楽しむ会～古きピアノに樺のアート・プロジェクト～
　 ▼安藤 ☎090-2989-2918  ▼倉持 ☎090-5233-6127

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

相
談
相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

コ
ロ
ナ
関
連

没後90年 平福百穂展
　今年は角館町出身の日本画家・平福
百穂没後 90 年にあたります。美術館所
蔵作品を中心に個人所蔵家からも借用
し、若い頃から晩年にかけての百穂作
品を展示します。また、常設展示室で
は百穂の父・穂庵の作品を展示します。
この機会にぜひ郷土が誇る百穂の貴重
な作品をご鑑賞ください。

【会期】4月16日日 ～ 6月25日日 
※月曜日休館（4月17日、24日、5月1日は開館）

【開館時間】9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
【場所】角館町平福記念美術館
【入館料】一般500円、小中学生300円（団体は20人より）※仙北市民は無料
【問合せ】角館町平福記念美術館 ☎54-3888

双峯瑞雪（大正 13年）

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

八乙女 YOSAKOII 祭
　県内外からよさこいチームが集い、熱く激しく大迫力のステージを繰り広げます。キ
レのある演舞と大旗の共演が見どころです。圧巻のパフォーマンスをお楽しみください !

【日時】4月22日土 12:15 ～ 16:45
【場所】道の駅なかせん前 県道256号土川中仙道路特設会場
【観覧料】無料
【問合せ】八乙女 YOSAKOI 祭実行委員会 桜秀心舞 秋山勝紀 ☎090-2999-2787

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

仙北市社会福祉協議会 
4月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、事前予約制で相
談援助活動として心配ごと相談を行って
います。相談日 3 日前まで予約のご連絡
ください。

【日時・場所】 ▼ 12日水 13:00 ～ 15:00・
田沢湖福祉医療センター ▼ 13日 木 
13:00 ～ 15:00・社会福祉協議会角館
支所 ▼ 17日 月 10:00 ～ 12:00・同西
木支所 ▼ 19日 水 13:00 ～ 15:00・田
沢湖総合開発センター

【申込・問合せ】仙北市社会福祉協議会
　 ▼角館支所 ☎54-2493 ▼田沢湖支所 

☎43-1368 ▼西木支所 ☎48-2940

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和5年第4回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。お気軽にご相談ください。

【日時】4月25日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

秋田県盲ろう者向け
通訳・介助員養成講座

【日時】5月20日土 ～ 7月15日土 
　毎回土曜日（全9回）　
　 ▼ 5月20日、6月3日、10日、17日、24日、

7月1日、8日（10:00 ～ 16:00） 
　 ▼ 5月27日（10:00 ～ 13:00） 
　 ▼ 7月15日（10:00 ～ 15:00）

【場所】大仙市大曲交流センター（大仙市
大曲日の出町2丁目7-53）

【受講料】無料。ただし、テキスト代（税
込2,540円）、外出介助実習時の昼食代
は実費負担。

【定員】10人程度
【申込期限】4月26日水

【申込方法】詳しくはホームペー
ジをご覧ください。

【申込・問合せ】秋田県聴覚障害者支援セ
ンター  ☎018-874-8113

　FAX 018-862-1820

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

詳しくは
こちら

　
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
佐
々
木
健
会
長
）
が
主
催
す
る
「
令
和
４
年

度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
残
し
た
33
個
人
、
5
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
受
賞
者
】
※
敬
称
略
・（�
）は
競
技
種
目

▼�

特
別
賞

特
別
賞 �

佐
々
木
将
汰
（
カ
ヌ
ー
）
／
三
島
廉
（
同
）

▼�

栄
光
賞

栄
光
賞 �

柏
谷
星
来
（
陸
上
競
技
）
／
武
藤
愛
美
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

／
澤
山
輝
和
（
同
）
／
高
橋
好
彦
（
同
）
／
伊
藤
雅
英
（
同
）
／
佐
川

和
花
（
弓
道
）
／
阿
部
晃
之
（
同
）
／
齋
藤
美
喜
子
（
同
）

▼�

奨
励
賞

奨
励
賞 �

小
松
大
斗
（
ダ
ン
ス
）
／
水
平
譲
翔
（
ス
キ
ー
・
水
泳
）
／

湯
澤
蓮
（
空
手
）
／
木
村
光
来
（
水
泳
）
／
菊
地
心
（
同
）
／
高
橋
凛

（
空
手
）／
新
田
淳
仁（
同
）／
加
藤
穂
華（
水
泳
）／
佐
々
木
雄（
空
手
）

／
新
田
悠
仁
（
同
）
／
木
元
佑
（
水
泳
）
／
木
元
晴
樹
（
同
）
／
小
野

翔
（
剣
道
）
／
佐
々
木
碧
波
（
ス
キ
ー
）
／
藤
澤
遥
陽
（
弓
道
）
／
佐

藤
亜
耶
希
（
柔
道
）
／
田
口
悠
歩
（
同
）
／
藤
村
世
海
（
同
）
／
清
水

快
真（
ス
キ
ー
）／
松
橋
奏
空（
サ
ッ
カ
ー
）／
石
川
才
稀（
陸
上
競
技
）

▼�

団
体
栄
光
賞

団
体
栄
光
賞 �

角
館
高
校
定
時
制
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部(

バ
ド
ミ
ン

ト
ン)

《
金
谷
慎
吾
・
千
葉
極
夢
・
武
藤
佑
河
・
三
浦
一
馬
・
伊
藤
修
兵
・

鈴
木
魁
晟
》
／
角
館
大
久
会
【
男
子
】（
弓
道
）《
藤
田
純
葵
・
小
田
野

直
光・阿
部
晃
之
》
／
角
館
大
久
会
【
女
子
】（
弓
道
）《
齊
藤
美
喜
子・

田
口
朱
実
・
佐
川
和
花
》

▼�

団
体
奨
励
賞

団
体
奨
励
賞 �

き
た
う
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）《
齋
藤
柑
奈
・
三
浦
柚
友
・
佐
藤
瑶
姫
・
草
彅
夏
音
・

伊
藤
咲
羽
・
三
浦
梨
衣
菜
・
佐
藤
漣
華
・
藤
井
七
絆
・
山
口
葵
澄
・
樋

口
瑛
玲
奈
・
大
楽
悠
乃
・
本
間
琴
葉
・
佐
藤
莉
乃
》
／
角
館
女
子
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

《
田
口
楽
奈
・
渡
邊
あ
す
か
・
高
橋
愛
華
・
坂
本
結
羽
・
藤
原
向
日
葵
・

佐
々
木
碧
麗
・
米
澤
美
月
・
佐
藤
妃
那
・
柏
木
美
穂
・
髙
橋
未
怜
・
工

藤
瑠
莉
菜
・
相
馬
望
初
・
佐
藤
和
花
》

▼�

指
導
者
賞

指
導
者
賞 �

齋
藤
博
栄
（
ス
キ
ー
）
／
佐
藤
隆
信
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

令
和
４
年
度

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

　2月25日と26日、田沢湖スポーツセンター
で「令和4年度第2回東北ブロックスポーツ
少年団ミニバスケットボール交流大会」が開
催され、角館ミニバスケットボールクラブス
ポーツ少年団が敢闘賞（３位）の成績を収め
ました。
　大会では、準決勝で敗れはしたものの、3
位決定戦で山形のチームに勝利し最後まで健
闘しました。

角館ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団が敢闘賞（第 3 位）
令和４年度第 2 回東北ブロックスポーツ少年団ミニバスケットボール交流大会

健闘した角館ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団の皆さん。

各賞の表彰が行われました。表彰式に出席した皆さん。
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おしらせおしらせ
ナビナビ

おしらせおしらせナビナビ
OSHIRASE NAVI

令和5年度慰霊巡拝
　厚生労働省では、ご遺族を対象とした
旧主要戦域などでの慰霊巡拝を実施して
います。令和５年度は次の地域で実施予
定ですので、参加を希望される場合は下
記までお問い合わせください。なお、新
型コロナウイルス感染症の感染状況およ
び現地情勢などにより、実施を見合わせ
る場合があります。

【実施地域】カザフスタン、中国、インド
ネシア、ビスマーク諸島、北ボルネオ、
インド、硫黄島、東部ニューギニア、フィ
リピン、マーシャル諸島

【問合せ】秋田県健康福祉部 福祉政策課
　監査・援護班  ☎018-860-1318

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

消防本部の「救急救助課」が
「救急課」に変わります

　5 月 1 日㈪から「救急救助課」が「救
急課」に変わります。救助に関するお問
い合わせは「警防課」が担当します。救
急に関するお問い合わせは今までどおり

「救急課」までお願いします。
【問合せ】大曲仙北広域市町村圏組合消防本部
　 ▼救急課（救急関係） ☎0187-63-0318
　 ▼警防課（救助関係） ☎0187-63-0314

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

不動産管理に関する制度の
改正・新法施行のお知らせ
　４月１日から不動産の管理に関する制
度が改正され、４月 27 日からは新しい
法律がスタートします。
　「放置されている空き地があり迷惑して
いる」「利用されていない空き地を取得し
たい」などお考えの方は【所有者不明土地・所有者不明土地・
建物管理制度建物管理制度（民法 264 条の 2、264 条
の８関係）】の改正により手続きがしやす
くなります。また「相続した不動産を放
棄したい」などお考えの方は【相続等に相続等に
より取得した土地所有権の国庫への帰属より取得した土地所有権の国庫への帰属
に関する法律に関する法律】が適用されます。

【問合せ】秋田県土地家屋調査士会 大曲支
部 支部長 桂田仁平  ☎0187-88-8881

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

北部ごみ処理センター
ごみの処理・ペットの火葬
についてのお問い合わせ
　４月 1 日より、北部ごみ処理センター
への、お電話でのお問い合わせが次の番
号になります。

【電話】42-8177　【FAX】42-8178
【問合せ】大曲仙北広域市町村圏組合
　環境事業課  ☎54-3305

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
2月受付分　敬称略
◆藤峰成利（小館）
◆本庄護（上桧木内字大地田）
◆田中良子（生保内字上滝沢）
◆熊谷京子（生保内字武蔵野）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

やさしいヨガ教室
【期日】4月27日木

【時間】 ▼受付10:00 ～ 10:15 ▼講師紹介
10:20 ～ 10:25 ▼講習10:30 ～ 11:30

【場所】角館交流センター 第2研修室
【講師】草薙千里氏（全米ヨガアライアン

ス RY200保持）
【参加対象】成人女性の方 15人限定
【持ち物】ヨガマット（バスタオル可）、飲

み物など
【申込期限】4月21日 金 14:00までに下

記までお申し込みください。
【申込・問合せ】仙北市スポーツ協会 小玉
　☎42-8690

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

朗読学習会
　声を出すことは身体能力を高めることに
つながります。この機会に美しい日本語を
話す学習をしてみませんか？ぜひ皆さまご
参加ください。

【日時】4月～ 11月の第3木曜日 
　10:00 ～ 12:00または13:00 ～ 15:00

【場所】仙北市総合情報センター 2階 相
談室

【講師】塩田睦子氏（元ABSアナウンサー・
NPO 日本朗読協会会員）

【対象】全8回の講習を継続して受講できる方
【定員】先着20人
【受講料】1回につき1,200円
【問合せ】冨岡  ☎090-6222-4261

地域密着型サービス
事業所を公募します

【公募するサービス】①定期巡回・随時対
応型訪問介護看護 ②看護小規模多機能
型居宅介護

※整備地域 : 大仙市、仙北市、美郷町全域
※整備期間は令和5年度

【応募要件】 ▼設置主体が法人であること
（②は病床を有する診療所の開設者で
も可） ▼整備期間内に事業の開始が可
能であること ▼介護保険法第78条の2
第4項各号に該当しないこと ▼公募に
係る説明会に参加すること

【公募に係る説明会】 ▼日時：4月28日金

13:30 ～ ▼場所 / 大仙市役所仙北庁舎
3階大会議室 

【申込方法】「法人名、参加者名、電話番
号、開設を希望する事業名、開設予定
地、開設予定時期」を明記し、電子メー
ルにより申し込み。電子メール送信後
に届いたか、電話で確認をしてくださ
い。（参加は1法人につき2人まで）

【申込期限】4月21日金 17:00
【申込・問合せ】大曲仙北広域市町村圏組

合 介護保険事務所 指導監査班
　☎0187-86-3913
　E-mail j-kansa@oskaigonet.or.jp

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集
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　　介護保険事務所から　
65 歳以上の方で介護保険料が特別徴収（年金から差し引き）されている皆さんへ

▶  大曲仙北広域市町村圏組合 介護保険事務所 保険給付班 ☎ 0187-86-3911
▶  仙北市長寿支援課（角館庁舎） ☎ 43-2281　▶  仙北市包括支援センター（角館庁舎） ☎ 43-2283

問合せ

　４月・６月に特別徴収（年金から差し引き）される金
額は、令和５年２月と同額です。
　介護保険料は、6月に決定される住民税の課税状況な
どによって、7月にその年度に納める金額（確定保険料）
が決まりますので、８月・10月・12月・2月の金額は
7月の通知書でお知らせします。

　確定保険料での徴収ができない４月・６月は、令和５
年２月の保険料額と同じ金額での徴収となります。
　なお、４月から初めて特別徴収が開始される方には通
知書をお送りしていますが、昨年度から引き続き特別徴
収されている方にはお送りしていませんので、ご了承願
います。

4月 6月 8月（※） 10月 12月 2月
12,000円 12,000円 16,000円 14,000円 13,000円 13,000円
令和５年２月の保険料額と
同額です。 ７月の通知書によりお知らせいたします。

※4月から8月までの間で保険料年額（上記例では80,000円です）のおよそ半分の額となるよう、8月分で調整させ
ていただきます。また、10月分では1,000円未満の端数が調整されます。なお、上記金額はあくまでも一例です。

例えば…

➡

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】4 月 26 日水 13:30 ～
【場所】角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】久島憲晴弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談）  ▼サラ金・クレジットなど多
重債務のご相談  ▼中小企業・個人事業
に関するご相談  ▼高齢者・障がい者に
関するご相談  ▼交通事故に関するご相
談  ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくださ
い。相談に必要と思われる資料がありま
したらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を
受け、国の仕事などについての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さんと関係行政
機関との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。仙北市の行
政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相
談を受け付けているほか、定例相談所を
開設しています。

【行政相談委員】 ▼羽川茂幸 ☎42-2385  
田沢湖田沢字沼田102-1 ▼大楽進 ☎
53-2690  角館町七日町34 ▼新山敦晃 
☎47-2746  西木町西明寺字宮田18

【4月相談所開設日・場所】 ▼ 19日水・田
沢湖総合開発センター ▼ 20日 木・角
館交流センター ▼ 28日 金・市役所桧
木内出張所

【時間】13:00 ～ 15:00
【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

「お出かけは マスク戸締り 火の用心」
　4 月２日から８日までの 7 日間、春の火災予防運動が実施されます。この運動は、火
災の発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防について考え、行動することで、火
災の発生を防ぎ、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに火災による被害
をなくすことを目的としています。

《住宅用火災警報器の設置訪問調査協力のお願い》
　火災予防運動期間中に、消防職員がご自宅を訪問し、身分証を提示したうえで住宅用
火災警報器の設置状況の調査を行います。

【調査予定地域】 ▼角館地区：小勝田、川原地域　 ▼田沢湖地区：田沢、刺巻地域　 ▼西木
地区：上桧木内、桧木内、門屋地域

※なお、消防署の職員が住宅用火災警報器や消火器の販売をすることはありませんので、
悪質な訪問販売などには十分注意してください。

【問合せ】 ▼角館消防署 ☎54-2302  ▼田沢湖分署 ☎43-1139  ▼西木分署 ☎48-2324

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
春の火災予防運動が

始まります !

ストップ踏切事故！
　春の陽気で雪解けが進み、いよいよ農
作業シーズンの始まりです。春の農繁期
には、踏切を横断することが増えてきま
す。踏切事故の多くは、列車が通過する
直前の横断や自動車などが停滞・エンス
ト・落輪することが原因で、市内におい
ても発生しています。警報器や遮断機が
ある踏切でも、横断するときは、必ず一
時停止し、安全確認を行い、踏切事故に遭わないよう注意してください。

▼列車はすぐに停止できないので、踏切の手前では必ず一時停止をして、目と耳で列車が
接近していないことを確認しましょう。 ▼警報機が鳴っているときや、遮断機が下りて
いたり、下り始めているときは、絶対に踏切に侵入しないでください。 ▼踏切を越えた
先に自分の車が停められるスペースがない時は、絶対に踏切に侵入しないでください。

【問合せ】仙北市まちづくり課  ☎43-3315

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
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SG　このたびの人事異動で広報係
を離れることになりました。配属な
りたての頃、右も左もわからず深夜
まで編集作業をしていた6年前がと

ても懐かしく感じます。次号からは新体制。月
1回・白黒の発行となりますが、引き続き広報
せんぼくをよろしくお願いします。

広報担当者の
広報担当者の

つつ
ややきき

ぶぶ

TS　この春は、野球日本代表侍ジャ
パンの活躍が大きく報道され、我が
家でも話題になりました。侍ジャパ
ンに選ばれた選手と監督との信頼関

係の話題になると「さすがだよな」の次に出る
言葉はありません。選手と監督、選手間の信頼
関係に感動した春となりました。

吉江忠雄　 （97 歳・田沢字打野）

八柏烈　　 （88 歳・田沢字寺下）

柴田トシ　 （98 歳・生保内字下高野）

押切帝市　 （73 歳・生保内字造道）

伊藤幸雄　 （73 歳・生保内字堂ノ前）

地主香代子 （56 歳・生保内字上滝沢）

中島美知子 （92 歳・生保内字上滝沢）

伊藤長美　 （65 歳・生保内字武蔵野）

福田亮一　 （66 歳・生保内字武蔵野）

難波サワヱ （96 歳・生保内字源左ェ門野）

田口宏　　 （86 歳・生保内字浮世坂）

田口圏治　 （80 歳・生保内字野村）

草𦿶龍佐己 （89 歳・生保内字上堂田）

藤村直美　 （79 歳・岡崎字大屋敷）

齋藤次代　 (95 歳・岡崎字大屋敷）

大石典子　 （94 歳・梅沢字大石野）

大森享子　 （95 歳・卒田字上清水）

原トラノ （82 歳・卒田字早稲田）

大村ナカ　 （98 歳・水ノ目沢）

佐々木幸美 (79 歳・岩瀬下タ野）

小林邦子　 （90 歳・山谷川崎高屋）

藤田鉄夫　 （78 歳・小勝田小倉前）

佐藤強　　 （67 歳・小勝田中川原）

千葉倬　　 （85 歳・西長野野田）

茂木淳子　 (86 歳・西長野桂渕）

佐藤シゲ　 （93 歳・雲然下町屋）

鈴木耕治　 （86 歳・下延大瀬蔵野）

本庄尚子　 （75 歳・上桧木内字大地田）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）
田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

38 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和 5 年 3 月１日現在）

出生
5 人 11 人

死亡 転入 転出
44人

人口 23,979人
（－66）　

男 �11,133人 （－33）
女 �12,846人 （－33）

世帯数 10,381世帯 （－17）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――22月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,953 人
角　館 11,096 人
西　木   3,930 人

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

伊藤月
つ き

希　 （佳彦・上新町）

中村一
か ず は

葉　 （翔・小勝田下村）

中村一
いっせい

誠　 （翔・小勝田下村）

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

4/１土    ～5/１月   仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。

4/
１ 土 ●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P19

●高井有一展（新潮社記念文学館） P19  5月18日まで  

２ 日 休日歯科  小西歯科医院（美郷町六郷・☎ 0187-84-1118）

３ 月

４ 火

５ 水 ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00～16:00） P23

６ 木 ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～）
P23

　  7    金

８ 土 ●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P19

●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館10:00～） P19

９ 日
●秋田県議会議員一般選挙（詳しい時間、場所は広報3月16日号12ペー
ジをご覧ください） 3/16･P12

休日歯科  山本歯科医院（角館町・☎ 53-2058）

１０ 月 ●刺巻水ばしょう祭り P3  5月1日まで  

●こころの相談（角館庁舎10:00～、11:00～） P23

１１ 火

１２ 水
●かだれ（田沢湖健康増進センター10:00～15:00） P23

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00～15:00） P31

１３ 木
●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00） P20

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（仙北市社会福祉協議会
角館支所13:00～15:00） P31

１４ 金

１５ 土 ●かたくり群生の郷 P3  30日まで  

●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P19

１６ 日
●春の一斉クリーンアップ（各地区、町内など 6:00～） P14

●没後 90 年 平福百穂展（角館町平福記念美術館9:00～17:00 ※入
館は16:30まで） P31  6月25日まで  

休日歯科  高橋歯科医院（大仙市角間川町・☎ 0187-65-2238）

１７ 月

●こころの相談（角館庁舎10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～）
P23

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（仙北市社会福祉協議会
西木支所10:00～12:00） P31

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1日
●〒014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30番地　●TEL�0187-43-1111　●FAX�0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
●URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱仙北印刷所

 仙北市民憩いの日  今月は 26 日㈬
仙北市民入浴無料！※仙北市民と確認できるものを持参ください。
 4 月の定休日のお知らせ
12日㈬、27日㈭は定休日のため休館します。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野111-8　☎43-2133
時�7:00～21:00（受付終了20:00）東

 4 月下旬のオープン予定です
土･日・祝日は営業しています。詳しくは、ホームページまたは電話
でお問い合わせください。

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前78　☎43-2424
時平日10:00～16:00／土日祝9:00～17:00ハ

 お花見や行楽に (^^)/
お花見や行楽にお弁当やオードブルなどのテイクアウトはいかがで
すか？詳細はフロントまでお問い合わせください。
 レストラン「かたくり」
 4 月 22 日㈯～ 5 月 7 日㈰の営業時間変更のお知らせ
営業時間11:00～ 21:00（ラストオーダー20:30）までフルオープ
ンとなります。ぜひお立ち寄りください。
そのほか、ゴールデンウィーク期間の各施設の営業時間などについ
ては、ホームページまたはフロントまでお問い合わせください。
 「温泉プール」好評営業中！
体力作り、運動不足解消やリフレッシュにぜひご利用ください。
▶営業時間
�平日13:30～20:00／土日祝日10:00～12:00、13:30～17:00
▶利用料金
�大人 400円／小・中学生200円
▶プール入浴セット
�大人 700円／中学生600円／小学生350円
※仙北市在住の75歳以上の方は、プール利用料が無料となります。
　身分証明書をご持参ください。
※ゴールデンウィーク期間中は、営業時間が変更となります。

 4 月メンテナンス休館日
休館日はありません。

ク 西木町門屋字屋敷田83-2　☎47-2010
時�6:00～21:00リオン

 感謝宿泊プラン 4 月14 日㈮まで
1泊2食付き�2名様より�8,800円／3名様より�7,800円
1泊3食はチェックアウト13:00（昼食麺類つき）休前日料金1,000
円追加
 全国旅行支援 は 4 月も継続して利用いただけます

葉館 角館町西長野古米沢30-19
☎ 55-5888花

１８ 火 ●若者の居場所（角館交流センター14:00～16:00） P23

１９ 水

●こころの相談（田沢湖健康増進センター13:30～、14:30～） P23

●えくぼの会（角館交流センター10:00～14:00） P23

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00～15:00） P31

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 15:00）
P32

２０ 木 ●角館の桜まつり P3  5月5日まで  

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00） P32

２１ 金 ●わくわく広場（さくラッコ10:30～11:30） P20

●笑いの会（健康管理センター9:40～11:30頃） P23

２２ 土
●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P19

●奇跡のピアノコンサート（角館町平福記念美術館13:30 ～14:10）
P31

２３ 日
●奇跡のピアノコンサート（角館町平福記念美術館13:30 ～14:10）

P31

休日歯科  嶋村歯科クリニック（大仙市大曲中通町・☎ 0187-62-
0410）

２４ 月 ●こころの相談（角館庁舎13:30～、14:30～） P23

２５ 火 ●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00～16:30） P31

２６ 水
●かだれ（田沢湖健康増進センター10:00～15:00） P23

●奇跡のピアノコンサート（角館町平福記念美術館13:30 ～14:10）
P31

●無料法律相談（角館交流センター第2研修室13:30～ ) P32

２７ 木 ●やさしいヨガ教室（角館交流センター第2研修室10:00～) P32

２８ 金
●あつまれ ! 0 歳児 ! !（さくラッコ10:30 ～11:30、13:30 ～14:30）

P20

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～15:00） P32

２９ 土 ●奇跡のピアノコンサート（角館町平福記念美術館13:30 ～14:10）
P31

３０ 日
●奇跡のピアノコンサート（角館町平福記念美術館13:30 ～14:10）

P31

休日歯科  船木歯科医院（大仙市大曲中通町・☎ 0187-63-0027）

5/
１ 月

44 No.367No.367

20232023

鈴木ハルヱ （89 歳・上桧木内字横枕）

佐藤勲　　 (90 歳・桧木内字松葉）

佐藤鐵雄　 （82 歳・小渕野字稲荷田）

進藤章　　 （60 歳・西荒井字塚野腰）

宮家 角館町田町上丁11-1　☎52-2438
時�10:00～17:00西

 4 月1日から谷藤さんのがっこ販売が始まります
 ペーパークラフト展
4月20日㈭～24日㈪　10:00～16:00　米蔵2階

休日歯科 �：休日歯科当番医（診療時間：9:00～ 12:00）

主
な
内
容

2-3 あきた花紀行
4-5 令和 5年度施政方針
6-7 令和 5年度当初予算

8-10�令和 5年度主要事業
11�組織再編
12-17 市役所からのお知らせ

18��学び・ふれあい・心豊かに�
生涯学習

19��図書館情報局

20�子育てインフォメーション
24-27�人事異動
28-30�旬な情報チャンネル

IN
D
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